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【重要】

•	 この取扱説明書は、本製品専用に書かれたオリジナルの説明書です。

•	 この取扱説明書に記載されている以外の運用はできません。記載されている以外の運用をし
た結果につきましては、一切の責任を負いかねますのでご了承ください。

•	 この取扱説明書に記載されている事柄は、製品の改良にともない予告なく変更させて頂く場
合があります。

•	 この取扱説明書の内容について、ご不審やお気付きの点などがありましたら、「アイエイア
イお客様センターエイト」もしくは最寄りの当社営業所までお問合せください。

•	 この取扱説明書の全部または一部を無断で使用・複製する事はできません。

•	 本文中における会社名、商品名は、各社の商標または登録商標です。

お使いになる前に

この度は、当社の製品をお買い上げ頂き、ありがとうございます。

この取扱説明書は本製品の取扱い方法や構造、保守等について解説しており、安全にお使い頂く為

に必要な情報を記載しています。

本製品をお使いになる前に必ずお読み頂き、十分理解した上で安全にお使い頂きますよう、お願い

致します。

製品に同梱の CD/DVD には、当社製品の取扱説明書が収録されています。

製品のご使用につきましては、該当する取扱説明書の必要部分をプリントアウトするか、またはパ

ソコンで表示してご利用ください。

お読みになった後も取扱説明書は、本製品を取り扱われる方が、必要な時にすぐ読むことができる

ように保管してください。
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 注意 :以下の機能については、別冊の取扱説明書に記載されています。

取扱説明書名称／概要 管理番号

1

CC-Link 取扱説明書 

　　 ACON、PCON、SCON-CA を使用する場合は、こちらを

ご覧ください。 

MJ0254
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安全ガイド

安全ガイドは、製品を正しくお使い頂き、危険や財産の損害を未然に防止するために書かれたもの

です。製品のお取扱い前に必ずお読みください。

産業用ロボットに関する法令および規格

機械装置の安全方策としては、国際工業規格 ISO/DIS12100「機械類の安全性」において、一般論と

して次の 4 つを規定しています。

安全方策 本質安全設計

 安全防護・・・・・・・安全柵など

 追加安全方策・・・・・非常停止装置など

 使用上の情報・・・・・危険表示・警告、取扱説明書

これに基づいて国際規格 ISO/IEC で階層別に各種規格が構築されています。

産業用ロボットの安全規格は以下のとおりです。

　タイプ C 規格 (個別安全規格 )  ISO10218

JIS B 8433
(  産業用マニピュレーティング

ロボット -安全性 )

(  マニピュレーティング

産業ロボット-安全性)

また産業用ロボット の安全に関する国内法は、次のように定められています。

労働安全衛生法  第 59 条

　危険または有害な業務に従事する労働者に対する特別教育の実施が義務付けられています。

労働安全衛生規則

　第 36 条 ……… 特別教育を必要とする業務

   第 31 号 (教示等 ) ………産業用ロボット (該当除外あり )の教示作業等について

   第 32 号 (検査等 ) ………  産業用ロボット ( 該当除外あり ) の検査、修理、調整作業等

について

　第 150 条 …… 産業用ロボットの使用者の取るべき措置
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作業エリア 作業状態 駆動源のしゃ断 措　　置 規　定

可動範囲外 自動運転中 しない
運転開始の合図 104 条

柵、囲いの設置等 150 条の 4

可動範囲内

教示等の

作業時

する

(運転停止含む )
作業中である旨の表示等 150 条の 3

しない

作業規定の作成 150 条の 3
直ちに運転を停止できる措置 150 条の 3
作業中である旨の表示等 150 条の 3
特別教育の実施 36 条 31 号

作業開始前の点検等 151 条

検査等の

作業時

する
運転を停止して行う 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5

しない

(やむをえず運転中

に行う場合 )

作業規定の作成 150 条の 5
直ちに運転停止できる措置 150 条の 5
作業中である旨の表示等 150 条の 5
特別教育の実施

(清掃・給油作業を除く )
36 条 32 号

労働安全衛生規則の産業用ロボットに対する要求事項
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当社の産業用ロボット該当機種

労働省告知第 51 号および労働省労働基準局長通達 ( 基発第 340 号 ) により、以下の内容に該当する

ものは、産業用ロボットから除外されます。

(1) 単軸ロボットでモータワット数が 80W 以下の製品

(2) 多軸組合せロボットで X・Y・Z 軸が 300mm 以内、かつ回転部が存在する場合はその先端

を含めた最大可動範囲が 300mm 立方以内の場合 
(3) 多関節ロボットで可動半径および Z 軸が 300mm 以内の製品

当社カタログ掲載製品のうち産業用ロボットの該当機種は以下のとおりです。

1. 単軸ロボシリンダ

 RCS2/RCS2CR-SS8 □でストローク 300mm を超えるもの

2. 単軸ロボット

 次の機種でストローク 300mm を超え、かつモータ容量 80W を超えるもの

 ISA/ISB/ISPA/ISPB，SSPA，ISDA/ISDB/ISPDA/ISPDB，SSPDA，ISWA/ISPWA，IF，FS，NS
3. リニアサーボアクチュエータ

 ストローク 300mm を超える全機種

4. 直交ロボット

 1 ～ 3 項の機種のいづれかを 1 軸でも使用するもの

5. IX スカラロボット

 アーム長さ 300mm を超える全機種

 (IX-NNN1205/1505/1805/2515, NNW2515, NNC1205/1505/1805/2515 を除く全機種）
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当社製品の安全に関する注意事項

ロボットのご使用にあたり、各作業内容における共通注意事項を示します。

No. 作業内容 注意事項

1 機種選定 ● 本製品は、高度な安全性を必要とする用途には企画、設計されていません

ので、人命を保証できません。従って、次のような用途には使用しないで

ください。

①人命および身体の維持、管理などに関わる医療機器

②人の移動や搬送を目的とする機構、機械装置

　(車両・鉄道施設・航空施設など )

③機械装置の重要保安部品 (安全装置など )

● 次のような環境では使用しないでください。

①可燃性ガス、発火物、引火物、爆発物などが存在する場所

②放射能に被爆する恐れがある場所

③周囲温度や相対湿度が仕様の範囲を超える場所

④直射日光や大きな熱源からの輻射熱が加わる場所

⑤温度変化が急激で結露するような場所

⑥腐食性ガス (硫酸、塩酸など )がある場所

⑦塵埃、塩分、鉄粉が多い場所

⑧本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

● 製品は仕様範囲外で使用しないでください。著しい寿命低下を招き、製品

故障や設備停止の原因となります。

2 運搬 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

●運搬時はぶつけたり落下したりせぬよう充分な配慮をしてください。

●運搬は適切な運搬手段を用いて行ってください。

●梱包の上には乗らないでください。

●梱包が変形するような重い物は載せないでください。

● 能力が 1t 以上のクレーンを使用する場合は、クレーン操作、玉掛けの有資

格者が作業を行ってください。

● クレーンなどを使用する場合は、クレーンなどの定格荷重を超える荷物は

絶対に吊らないでください。

● 荷物にふさわしい吊具を使用してください。吊具の切断荷重などに安全を

見込んでください。また、吊具に損傷がないか確認してください。

●吊った荷物に人は乗らないでください。

●荷物を吊ったまま放置しないでください。

●吊った荷物の下に入らないでください。

3 保管・保存 ● 保管・保存環境は設置環境に準じますが、特に結露の発生がないように配

慮してください。

4 据付け・

立ち上げ

(1) ロボット本体・コントローラ等の設置

● 製品 (ワークを含む )は、必ず確実な保持、固定を行ってください。

　製品の転倒、落下、異常動作等によって破損およびけがをする恐れがあり

ます。

● 製品の上に乗ったり、物を置いたりしないでください。転倒事故、物の落

下によるけがや製品破損、製品の機能喪失・性能低下・寿命低下などの原

因となります。

●次のような場所で使用する場合は、遮蔽対策を十分行ってください。

①電気的なノイズが発生する場所

②強い電界や磁界が生じる場所

③電源線や動力線が近傍を通る場所

④水、油、薬品の飛沫がかかる場所
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No. 作業内容 注意事項

4 据付け・

立ち上げ

(2) ケーブル配線

● アクチュエータ～コントローラ間のケーブルやティーチングツールなどの

ケーブルは当社の純正部品を使用してください。

● ケーブルに傷をつけたり、無理に曲げたり、引っ張ったり、巻きつけたり、

挟み込んだり、重いものを載せたりしないでください。漏電や導通不良に

よる火災、感電、異常動作の原因になります。

●製品の配線は、電源をオフして誤配線がないように行ってください。

● 直流電源 (+24V) を配線する時は、+/- の極性に注意してください。接続を

誤ると火災、製品故障、異常動作の恐れがあります。

● ケーブルコネクタの接続は、抜け・ゆるみのないように確実に行ってくだ

さい。火災、感電、製品の異常動作の原因になります。

● 製品のケーブルの長さを延長または短縮するために、ケーブルの切断再接

続は行わないでください。火災、製品の異常動作の原因になります。

(3) 接地

● コントローラは必ず D 種 ( 旧第 3 種 ) 接地工事をしてください。接地は、

感電防止、静電気帯電の防止、耐ノイズ性能の向上および不要な電磁放射

の抑制には必ず行わなければなりません。

(4) 安全対策

● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 製品の動作中または動作できる状態の時は、ロボットの可動範囲に立ち入

ることができないような安全対策 ( 安全防護柵など ) を施してください。 
動作中のロボットに接触すると死亡または重傷を負うことがあります。

● 運転中の非常事態に対し、直ちに停止することができるように非常停止回

路を必ず設けてください。

● 電源投入だけで起動しないよう安全対策を施してください。製品が急に起

動し、けがや製品破損の原因になる恐れがあります。

● 非常停止解除や停電後の復旧だけで起動しないよう、安全対策を施してく

ださい。人身事故、装置の破損などの原因となります。

● 据付・調整などの作業を行う場合は、｢ 作業中、電源投入禁止 ｣ などの表

示をしてください。不意の電源投入により感電やけがの恐れがあります。

● 停電時や非常停止時にワークなどが落下しないような対策を施してください。

● 必要に応じて保護手袋、保護めがね、安全靴を着用して安全を確保してく

ださい。

● 製品の開口部に指や物を入れないでください。けが、感電、製品破損、火

災などの原因になります。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

5 教示 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全

防護柵内で作業する時は、｢ 作業規定 ｣ を作成して作業者への徹底を図っ

てください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に ｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。
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No. 作業内容 注意事項

6 確認運転 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 教示およびプログラミング後は、1 ステップずつ確認運転をしてから自動

運転に移ってください。

● 安全防護柵内で確認運転をする時は、教示作業と同様にあらかじめ決めら

れた作業手順で作業を行ってください。

● プログラム動作確認は、必ずセーフティ速度で行ってください。プログラ

ムミスなどによる予期せぬ動作で事故をまねく恐れがあります。

● 通電中に端子台や各種設定スイッチに触れないでください。感電や異常動

作の恐れがあります。

7 自動運転 ● 自動運転を開始する前には、安全防護柵内に人がいないことを確認してく

ださい。

● 自動運転を開始する前には、関連周辺機器がすべて自動運転に入ることの

できる状態にあり、異常表示がないことを確認してください。

●自動運転の開始操作は、必ず安全防護柵外から行うようにしてください。

● 製品に異常な発熱、発煙、異臭、異音が生じた場合は、直ちに停止して電

源スイッチをオフしてください。火災や製品破損の恐れがあります。

● 停電した時は電源スイッチをオフしてください。停電復旧時に製品が突然

動作し、けがや製品破損の原因になることがあります。

8 保守・点検 ● 二人以上で作業を行う場合は、主と従の関係を明確にし、声を掛け合い、

安全を確認しながら作業を行ってください。

● 作業はできる限り安全防護柵外から行ってください。やむをえず安全防護

柵内で作業する時は、｢ 作業規定 ｣ を作成して作業者への徹底を図ってく

ださい。

● 安全防護柵内で作業を行う場合は、原則として電源スイッチをオフしてく

ださい。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者は手元非常停止スイッチを携帯し、

異常発生時にはいつでも動作停止できるようにしてください。

● 安全防護柵内で作業する時は、作業者以外に監視人をおいて、異常発生時

にはいつでも動作停止できるようにしてください。また第三者が不用意に

スイッチ類を操作することのないよう監視してください。

●見やすい位置に ｢作業中 ｣である旨の表示をしてください。

● ガイド用およびボールネジ用グリースは、各機種の取扱説明書により適切

なグリースを使用してください。

● 絶縁耐圧試験は行わないでください。製品の破損の原因になることがあり

ます。

● 垂直に設置しているアクチュエータのブレーキを解除する時は、自重で落

下して手を挟んだり、ワークなどを損傷しないようにしてください。

※安全防護柵・・・安全防護柵がない場合は、可動範囲を示します。

9 改造・分解 ● お客様の独自の判断に基づく改造、分解組立て、指定外の保守部品の使用

は行わないでください。

10 廃棄 ● 製品が使用不能、または不要になって廃棄する場合は、産業廃棄物として

適切な廃棄処理をしてください。

● 製品の廃棄時は、火中に投じないでください。製品が破裂したり、有毒ガ

スが発生する恐れがあります。
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注意表示について

各機種の取扱説明書には、安全事項を以下のように ｢ 危険 ｣｢ 警告 ｣｢ 注意 ｣｢ お願い ｣ にランク分け

して表示しています。

レベル 危害・損害の程度 シンボル

危険
取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る危険が差し迫って 

生じると想定される場合
 危険

警告 取扱いを誤ると、死亡または重傷に至る可能性が想定される場合  警告

注意 取扱いを誤ると、傷害または物的損害の可能性が想定される場合  注意

お願い
傷害の可能性はないが、本製品を適切に使用するために 

守っていただきたい内容
お願い
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1. 概要

CC-Link は Control ＆ Communication Link の略で、ネットワーク用のフィールドバスです。

X-SEL、TT、RCS-C、E-CON、ASEL、PSEL、SSEL、SCON-C、ACON、PCON および SCON-

CA の各コントローラはこの CC-Link に接続することによって省配線でシステム構築が可能です。

CC-Link にはビットデータおよびワードデータの通信が可能なリモートデバイス局とビットデータ

だけしか通信できないリモート I/O 局の 2 種類があります。各コントローラとリモート種別は次の

通りです。

X-SEL
R 
C 
S

 
C 
o 
n

 
E-

/O  
 

 
CPU 

 

PLC

/O  /O  /O   

SSEL

   

T T

 

  

X-SEL

ASEL PSEL

/O  

 
 

 

 
A 
C 
O 
N

 
P 
C 
O 
N

 

SCON-CA

S
C
O
N-

C

※ CC-Link の詳細な説明はマスタユニットおよび搭載されるプログラマブルコントローラ 
( 以下 PLC) の取扱説明書をご参照ください。

 本取扱説明書は、各コントローラの取扱説明書と併せてご利用ください。

 また、本取扱説明書で、可能と表現されている以外の使い方はできません。

本取扱説明書は、ACON、PCON、SCON-CA について記載しています。

機種 種別 特徴

X-SEL-J/K/P/Q、

ASEL、PSEL、 SSEL
リモートデバイス局 

● Ⅰ /O データをビットデータまたはワードデータとし

て扱うことができます。入出力各々 256 点まで対応が

可能です。

● PIO による制御と同等に運転することができます。 
X-SEL-K リモートⅠ /O 局 ● 入出力 16 点のリモートⅠ /O モジュールです。 

TT リモートデバイス局

● TT の Ⅰ /O データをビットデータまたはワードデー

タとして扱うことができます。入出力各々 240 点まで

対応が可能です。

● PIO による制御と同等に運転することができます 
RCS-C リモートⅠ /O 局 ● PIO による制御と同等に運転することができます。 
E-CON リモートⅠ /O 局 ● PIO による制御と同等に運転することができます。 
SCON-C リモートⅠ /O 局 ● PIO による制御と同等に運転することができます。

ASEL、PSEL、 SSEL リモートデバイス局 ● PIO による制御と同等に運転することができます。

ACON、PCON、

SCON-CA
リモートデバイス局

● PIO による運転と同等の処理の他、目標位置、速度お

よび加減速度等を直接数値で指定して運転することも

可能です。

システム構成例

9
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本取扱説明書には、ACON、PCON、SCON-CA は記載されておりません。

別冊　MJ0254　CC-Link をご覧ください。
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（※1）Ｔ分岐通信の場合はマスタユニットおよび搭載されるPLCの取扱説明書をご参照ください。

（※2）ケーブル側コネクタは標準付属品です。
フェニックスコンタクト社製

MC1.5/5-ST-3.81（E-Con,RCS,SCON）

SMSTB2.5/5-ST-5.08AU（X-SEL J/K・JX/KX,ASEL,PSEL,SSEL,ACON,PCON）

MSTB2.5/5-ST-5.08AU（X-SEL P/Q・PX/QX, TT）

2. インタフェース仕様

CC-Link

2

項　　　　　目 仕　　　　　様

通信規格 CC-Link Ver1.10

通信速度 10M/5M/2.5M/625k/156kbps

通信方式 ブロードキャストポーリング方式

同期方式 フレーム同期方式

符号化方式 NRZI

伝送路形式 バス形式（EIA RS485 準拠）

伝送フォーマット HDLC準拠

誤り制御方式 CRC（X16＋X12＋X5＋1）

占有局数 X-SEL、ASEL、PSEL、SSEL、TT：リモートデバイス局　Max3局

X-SEL-K：リモートⅠ/O局　1局

RCS-C、E-Con、SCON：リモートⅠ/O局　1局

ACON、PCON：リモートデバイス局　MAX4局

通信ケーブル長（※1） 通信速度（bps） 10M 5M 2.5M 625k 156K

総ケーブル長（m） 100 160 400 900 1200

コネクタ（※2） フェニックスコンタクト社製

MC1.5/5-G-3.81（E-Con,RCS,SCON）

MSTBA2.5/5-G-5.08AU（X-SEL,TT,ASEL,PSEL,SSEL,ACON,PCON）

SCON-C：リモート I/O 局　1 局

SCON-C）

SCON-C）

）

）
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3. X-SEL
X-SELのCC-Link対応には、次の二つのタイプがあります。

a.  リモートデバイス局 …… 入出力点数=MAX.  各256点

b.  リモートⅠ/O局…………… 入出力点数=各16点

3.1 リモートデバイス局

3.1.1 型式
リモートデバイス局として扱われるCC-Link対応のX-SELは直交用のＪ/K/P/Qタイプ、スカラ用の
JX/KX/PX/QXタイプに各１種類で次の通りです。

●CC-Linkボード装着位置

…

ネットワーク ボード装着位置
Ⅰ/O

No. コントローラ
Ⅰ/O点数 標準 拡張 拡張 拡張 X-SEL形式 スロットタイプ （MAX入力／ スロット スロット1 スロット2 スロット3 配列出力） （Ⅰ／01）（Ⅰ／02）（Ⅰ／03）（Ⅰ／04）

1 ●
1軸用 XSEL-J-1-□-CC-□-□-□

Jタイプ 256／256
2軸用 XSEL-J-2-□-□-CC-□-□-□

図3-1-1
2 ●

3軸用 XSEL-J-3-□-□-□-CC-□-□-□

4軸用 XSEL-J-4-□-□-□-□-CC-□-□-□

1軸用 XSEL-K-1-□-CC-□-□-□

3 Kタイプ 256／256 ● 図3-1-2
4軸用 XSEL-K-4-□-□-□-□-CC-□-□-□

4 JＸタイプ 256／256 ● XSEL-JX-□□□□□□□-CC-□□□-□-□ ※1
5 KXタイプ 256／256 ● XSEL-KX-□□□□□□□-CC-□□□-□-□ ※2

1軸用 X-SEL-P-1-□-CC-□-□-□-3

Pタイプ 256／256 図3-1-3
6軸用

X-SEL-P-6-□-□-□-□-□-□

6
-CC-□-□-□-3

1軸用 XSEL-Q-1-□-CC-□-□-□-3

Qタイプ 256／256 ※3
6軸用

X-SEL-Q-6-□-□-□-□-□-□

-CC-□-□-□-3

4軸用 X-SEL-PX4-□□□□□□□-CC-

5軸用
X-SEL-PX5-□□□□□□□

PXタイプ 256／256 -□□□□□-CC- ※3

6軸用
X-SEL-PX6-□□□□□□□

7
-□□□□□-□□□□□□-CC-

4軸用 X-SEL-QX4-□□□□□□□-CC-

5軸用
X-SEL-QX5-□□□□□□□

QXタイプ 256／256 -□□□□□-CC- ※3

6軸用
X-SEL-QX6-□□□□□□□

-□□□□□-□□□□□□-CC-

フィールドネットワークボード
搭載位置

フィールドネットワークボード
搭載位置
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（1）小型（Ｊタイプ）

（注）１軸用、２軸用はPⅠOボードの装着はできません。３・４軸用は拡張スロットに
拡張Ⅰ/Oボード（＊1）装着が可能です。

図3-1-1

1軸用 2軸用 3・4軸用

CC-Linkボード CC-Linkボード 拡張スロット　CC-Linkボード

（※1）CC-Linkボード装着位置は図3-1-1  4軸用と同一です。

（※2）CC-Linkボード装着位置は図3-1-2と同一です。

（※3）CC-Linkボード装着位置は図3-1-3と同一です。5軸、6軸仕様でもCC-Linkボード装着位置は4
軸仕様と同じです。

（注）Ⅰ/O点数の内入出力各16点はリモートデバイス局のシステム領域となっており使用できません。

詳細は「3.1.7 X-SELのⅠ/OポートNo.とPLCアドレスの対応」をご参照ください。
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（2）汎用型（Ｋタイプ）
●標準スロット（Ⅰ/O1…一番左側）にCC-Linkボードが装着されます。
●拡張スロットには、拡張Ⅰ/Oボード（＊1）、または、SⅠOボード（＊2）のいずれかが装着可能です。
●拡張Ⅰ/Oボード（＊1）を使用しない場合、ⅠO24V電源コネクタへのDC24Vの供給は不要です。

図3-1-2

拡張スロットCC-Linkボード

（※1）拡張Ⅰ/Oボード

型式 ①ⅠA-103-X-32（入力32点 出力16点 NPN仕様）

②ⅠA-103-X-32-P（入力32点 出力16点 PNP仕様）

③ⅠA-103-X-16（入力16点 出力32点 NPN仕様）

④ⅠA-103-X-16-P（入力16点 出力32点 PNP仕様）

⑤ⅠA-ⅠO-3204-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑥ⅠA-ⅠO-3204-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

⑦ⅠA-ⅠO-3205-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑧ⅠA-ⅠO-3205-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

（注）⑤⑥はKタイプ専用、⑦⑧はJタイプ専用です。

仕様の詳細は「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。

（※2）SⅠOボード
型式 ①ⅠA-105-X-MW-A（RS232C用）

②ⅠA-105-X-MW-B（RS422用）

③ⅠA-105-X-MW-C（RS485用）

いずれもボード１枚で2chの対応が可能です。
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（3）P/Qタイプ
●フィールドネットワークボード搭載位置に、CC-Linkボードが装着されます。

拡張Ⅰ/Oなし 拡張Ⅰ/Oあり

6

CC-Linkボード 標準Ⅰ/O CC-Linkボード 拡張Ⅰ/O

標準Ⅰ/O

678

X-SEL-P-1-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-P-2-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-P-3-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-P-4-□-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-P-5-□-□-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-P-6-□-□-□-□-□-□-CC-□-□-□-3

X-SEL-Q-1-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-Q-2-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-Q-3-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-Q-4-□-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-Q-5-□-□-□-□-□-CC-□-□-□-3
X-SEL-Q-6-□-□-□-□-□-□-CC-□-□-□-3

図3-1-3
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3.1.2 CC-Linkボード

（1）各部の名称

DA 

DB 

DG 

SLD 

FG

BR 

SA 
X10 

SA 
   X1 
 

SD/ 
RUN 

RD/ 
ERR

CC-Link通信コネクタ 

通信速度設定用 
ロータリスイッチ 

局番設定ロータリ 
スイッチ 

モニタ用LED

SA 
X1 

SA 
X10 

BR

ERR 
RD/ 

RUN 
SD/

CC-Link通信コネクタ 

通信速度設定用 
ロータリスイッチ 

局番設定ロータリ 
スイッチ 

モニタ用LED
DA 

DB 

DG 

SLD 

FG

J/K/JX/KX
タイプ

P/Q/PX/QX
タイプ
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（2）ロータリスイッチ

ロータリスイッチでは

a.  局番の設定

b.  通信速度の設定

を行うことができます。

a.   局番設定

CC-Linkでは最大64局まで接続が可能です。

２つのロータリスイッチにより1～64の間で局番の設定をします。

SA×10 ・・・・・10の位を設定します。

SA×1 ・・・・・１の位を設定します。

（例）局番を12に設定する場合
ロータリスイッチ　SA×10 を 1
ロータリスイッチ　SA×1 を 2
に設定します。

（注） PLCのCC-Link先頭入出力アドレスは、マスタユニットの装着位置と、その前に装着されているユニッ
トの入出力占有点数により決まります。
この先頭入出力アドレスを頭に局番号順にPLC内の入出アドレスが割付けられます。
なお、局番設定とPLC内の入出力アドレス設定の詳細はマスタユニットおよび搭載されるPLCの取扱説
明書をご参照ください。

ロータリスイッチ 局　　番

選択番号 SA×10 SA×1

0 0 0

1 10 1

2 20 2

3 30 3

4 40 4

5 50 5

6 60 6

7 － 7

8 － 8

9 － 9
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b.   通信速度の設定

通信速度はロータリスイッチBRによって設定します。

ロータリスイッチ
通信速度選択番号

0 156kbps

1 625kbps

2 2.5Mbps

3 5Mbps

4 10Mbps

５以上設定禁止 エラー

（3）モニタ用LEDの表示

ボード前面に設けられた４つのLEDによってボードの動作状態やネットワークの状態を知るこ
とができます。

LED 色 表示状態 表示内容（表示の意味）

RUN 緑 点灯 通信開始で点灯、一定時間以上通信が途切れると消灯

SD 緑 点灯 データ送信中点灯

RD 緑 点灯 データ受信中点灯

点灯 自局宛受信データが異常

ERR 赤

点滅
通信中に、通信速度設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
通信中に、局番設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
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3.1.3 Ⅰ/Oパラメータの設定（入出力ポートの割付）
CC-Linkで使用するX-SELの入出力ポートを設定します。X-SELではⅠ/Oパラメータにより様々な
入出力ポートのバリエーション設定が可能です。（詳細については｢X-SELコントローラ取扱説明
書｣をご参照ください。）

本書では、代表的な設定方法を以下に示します。

基本的には、Ⅰ/OパラメータのNo.1で入出力ポート割付種別を固定割付とし、Ⅰ/Oスロットごとに
入出力ポートアドレスを設定します。

（1）ボード装着位置（スロット）とパラメータNo.

a.    Ｊタイプ

（注）スロットがないためパラメータNo.6～９は全て“－1”、No.12と13は“０”の設定となります。
１軸及び２軸仕様の場合は、No.4と５は“－1”、No.11は“０”の設定となります。

b.    Kタイプ

（3・4軸仕様）
パラメータ No.41

No.51
No.11

パラメータ No.81
No.91
No.13

パラメータ No.21
No.31
No.10

パラメータ No.61
No.71
No.12

パラメータ No.41
No.51
No.11

パラメータ No.21
No.31
No.10
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C.    P/Qタイプ

パラメータNo.2 
No.3 
No.10

パラメータNo.16 
No.17 
No.18

標準Ⅰ/OCC-Link

パラメータNo.2 
No.3 
No.10

パラメータNo.4 
No.5 
No.11

パラメータNo.8 
No.9 
No.13

パラメータNo.6 
No.7 
No.11

パラメータNo.16 
No.17 
No.18

標準Ⅰ/O 拡張Ⅰ/OCC-Link
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（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。

（2）J/Kタイプの出荷時パラメータ（標準設定）

No. パラメータ名称 入力範囲 設定値 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0～ 20 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 
※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1～ 599
出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視（Ⅰ/O1） 0～ 5 0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
            （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
            （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視（Ⅰ/O2） 0～ 5

12 拡張Ⅰ/O2異常監視（Ⅰ/O3） 0～ 5

13 拡張Ⅰ/O3異常監視（Ⅰ/O4） 0～ 5

14 ネットワークⅠ/F カードリモート 0～ 256
入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0～ 256 16の倍数 

16の倍数 

出力使用ポート数 

1

000

300

－1

－1

－1

－1

－1

－1

2

0

0

0

64

64
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（3）P/Qタイプ出荷時パラメータ

No.

0～20 
 
 
 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5 

0～5 

 

0～5 

0～5 

0～256 

 

0～256 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

入出力ポート割付種別 
 
 
 

標準Ⅰ/O固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O1） 

標準Ⅰ/O固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O1） 

拡張Ⅰ/O1固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O2） 

拡張Ⅰ/O1固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O2） 

拡張Ⅰ/O2固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O2固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O3固定割付時 

入力ポート開始No.（Ⅰ/O4） 

拡張Ⅰ/O3固定割付時 

出力ポート開始No.（Ⅰ/O4） 

標準Ⅰ/O異常監視（Ⅰ/O1） 

拡張Ⅰ/O1異常監視（Ⅰ/O2） 

 

拡張Ⅰ/O2異常監視（Ⅰ/O3） 

拡張Ⅰ/O3異常監視（Ⅰ/O4） 

ネットワークⅠ/Fカードリモート 

入力使用ポート数 

ネットワークⅠ/Fカードリモート 

出力使用ポート数 

ネットワークI/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークI/Fモジュール 

固定割付時出力ポート開始No. 

ネットワークI/Fモジュール 

異常監視 

1 
 
 
 

2 

 

3 

 

4 

 

5 

 

6 

 

7 

 

8 

 

9 

 

10 

11 

 

12 

13 

14 

 

15 

 

16 

 

17 

 

18

0 
 
 
 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

－1 

 

0 

0 

 

0 

0 

64 

 

64 

 

0 

 

300 

 

1

0：固定割付 
1：自動割付（優先順位：ネットワークI/Fモジュール－＞
　  スロット1（標準I/O）～、※スロット1より連続実装 
　  範囲分のみ割付＝安全の為） 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

（標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0：非監視　 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O 電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以降） 
3：監視（24V Ⅰ/O 電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以降） 

16の倍数 

 

16の倍数 

 

0＋（16の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（16の倍数）（マイナス時無効） 

 

0:非監視 

1:監視 

※一部例外有り 

入力範囲 パラメータ名称 設 定 値  備　考 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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3.1.4 J/Kタイプコントローラのパラメータ設定例

（1）標準Ⅰ/OポートのCC-Link接続

X-SELの標準Ⅰ/Oポートの先頭から、入出力各16点を使用し、他の入出力ポートを使用しない場合
の設定です。

（3.1.1項の図3-1-1及び図3-1-2のままの実装状態で使用する場合です。）

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315

使用しない

（1軸用、2軸用には無し）

X-SEL（Jタイプ）

X-SEL（Kタイプ）

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315

使用しない
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No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 1 0～ 20 1 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 
※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O 000 － 1～ 599 000 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O 300 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1

300

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 
出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O 異常監視（Ⅰ/O1） 2 0～ 5 2

  

11 拡張Ⅰ/O1 異常監視（Ⅰ/O2） 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2 異常監視（Ⅰ/O3） 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3 異常監視（Ⅰ/O4） 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16 16の倍数 
入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16 16の倍数 
出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

X-SEL J/KタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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（2）CC-Linkボードと拡張Ⅰ/Oボードの併用

a.  自動割付により、CC-Linkボードに標準Ⅰ/Oポートを先頭から入出力各256点を割付け、
次のⅠ/OポートNo.から拡張Ⅰ/OボードIA-103-X-32（入力32点出力16点）に割付ける場
合の設定です。

Ｊタイプの場合も同様です。

入力ポートNo. 000～255

出力ポートNo. 300～555

入力ポートNo. 256～287

出力ポートNo. 556～571
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No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 1 0～ 20 1 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 

※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 000 － 1～ 599 000 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 300 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

300

－1

－1

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視（Ⅰ/O1） 2 0～ 5 2

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～ 5 1

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 256

256

16の倍数 
出力使用ポート数 

0：非監視 

1：監視 

2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 

　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

X-SEL J/KタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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b.  固定割付けにより、拡張Ⅰ/OボードIA-103-X-32（入力32点出力16点）を標準Ⅰ/Oポート
として使用し、CC-Linkボードを汎用入出力ポートとして入出力各256点を割付ける場
合の設定です。

Ｊタイプの場合も同様です。

入力ポートNo. 000～031

出力ポートNo. 300～315

入力ポートNo. 032～287

出力ポートNo. 316～571
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No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 1 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 
※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 000 － 1～ 599 032 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 300 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

316

000

300

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 2 0～ 5 2

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～ 5 1

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 256

256

16の倍数 
出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

X-SEL J/KタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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3.1.5 P/Qタイプコントローラの設定例

（1）CC-Linkボードだけを使用した場合の設定例

CC-LinkボードにX-SELの標準Ⅰ/Oボード（50ピンコネクタ）と同様に、Ⅰ/Oポートの先頭か
ら入力16点、出力16点を使用し、他の入出力ポートを使用しない場合の設定です。

使用しない

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315
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X-SEL P/QタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジュー 
　  ル－＞スロット1（標準Ⅰ/O）～、※スロット1 
  　より連続実装範囲分のみ割付＝安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 －1 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1

－1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1

－ 1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 0

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16 16の倍数 

入力使用ポート数 

15 
 

ネットワークⅠ/Fカードリモート 64

0

1

300

0～ 256 16

出力使用ポート数 

0：非監視　 

2：監視 
1：監視 

3：監視　 

（24V Ⅰ/O 電源関連エラー非監視） 
（メインアプリ部Ver.0.55以降） 
（24V Ⅰ/O 電源関連エラーだけを監視） 
（メインアプリ部Ver.0.55以降） 

 

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

0 

 

300 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0:非監視 

1:監視 

※一部例外有り 

16の倍数 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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（2）CC-Linkボードと標準Ⅰ/Oボードを併用した場合の設定例

a.  CC-Linkボードに標準Ⅰ/Oポートの先頭から入出力各256点を割付け、次のⅠ/OポートNo.から
標準Ⅰ/Oボードに割付ける場合の設定です。

入力ポートNo. 256～287

出力ポートNo. 556～571

入力ポートNo. 000～255

出力ポートNo. 300～555
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X-SEL P/QタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジュー 
　  ル－＞スロット1（標準Ⅰ/O）～、※スロット1 
  　より連続実装範囲分のみ割付＝安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 256 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

556

－1

－1

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 1

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 256

256

16の倍数 
出力使用ポート数 

0：非監視 

1：監視 

2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 

　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 

0

1

300

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

0 

 

300 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0:非監視 

1:監視 

※一部例外有り 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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b.  標準Ⅰ/OボードIA-103-X-32（入力32点出力16点）を標準Ⅰ/Oポートとして使用し、CC-Linkボ
ードを汎用入出力ポートとして入出力各256点を割付ける場合の設定です。

入力ポートNo. 000～031

出力ポートNo. 300～315

入力ポートNo. 032～287

出力ポートNo. 316～571
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X-SEL P/QタイプコントローラⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付（優先順位：ネットワークⅠ/Fモジュー 
　  ル－＞スロット1（標準Ⅰ/O）～、※スロット1 
  　より連続実装範囲分のみ割付＝安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 000 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 －1

300

－1

－1

－1

－1

－1

－1－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 1

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 0 0～ 5 0

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 0 0～ 5 0

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 0 0～ 5 0

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 16の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～ 256 256

256

16の倍数 
出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

0

1

300

－1～599 

 

－1～599 

 

0～5

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

固定割付時入力ポート開始No. 

ネットワークⅠ/Fモジュール 

異常監視 

16 

 

17 

 

18

032 

 

316 

 

1

0＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

300＋（8の倍数）（マイナス時無効） 

 

0:非監視 

1:監視 

※一部例外有り 

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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3.1.6 X-SELのⅠ/OポートNo.
X-SELの標準Ⅰ/OポートNo.を以下に示します。

X-SELのポートNo.や機能割付はⅠ/Oパラメータによって変更することが可能です。（詳細について
は「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。）

ポートNo. 機 能 ポートNo. 機 能

000 プログラムスタート 300 アラーム出力

001 汎用入力 301 レディ出力

002 汎用入力 302 非常停止出力

003 汎用入力 303 汎用出力

004 汎用入力 304 汎用出力

005 汎用入力 305 汎用出力

006 汎用入力 306 汎用出力

007 プログラム指定（PRG No.1） 307 汎用出力

入力 008 プログラム指定（PRG No.2） 出力 308 汎用出力

009 プログラム指定（PRG No.4） 309 汎用出力

010 プログラム指定（PRG No.8） 310 汎用出力

011 プログラム指定（PRG No.10） 311 汎用出力

012 プログラム指定（PRG No.20） 312 汎用出力

013 プログラム指定（PRG No.40） 313 汎用出力

014 汎用入力 314 汎用出力

015 汎用入力 315 汎用出力

… … … …

（注）入出力のポート数は

入力 000～299（MAX, 300点）
出力 300～599（MAX, 300点）

となります。
CC-Linkボードと拡張Ⅰ/Oボードを併用する場合、入出力ポート数に御注意ください。
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3.1.7 X-SELのⅠ/OポートNo.とPLCアドレスの対応
PLCでは、X-SELのCC-Linkボードはリモートデバイスとして設定します。

X-SEL側でのⅠ/O点数の設定に応じて占有するリモートデバイスの局数が変化します。

以下の表は、Ⅰ/OパラメータNo.14、15の設定によるⅠ/OポートNo.とPLCのアドレスの関係を示し
たものです。（Ⅰ/OパラメータNo.２、３が標準設定（初期値）の場合です。）

（注）Ⅰ/OパラメータのNo.14及びNo.15は、多い点数の方に合わせ同一の点数を設定してください。

（1）Ⅰ/O点数の設定が96点までの場合　
１リモートデバイスとして構成されます。（１局占有）

Ⅰ/Oパラメータ X-SEL側DⅠ
PLC側

X-SEL側DO
PLC側

No.14 No.15 （ポートNo.） （ポートNo.）
１６ １６ ０００～０１５ ＲＹ　 ０～ Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～ Ｆ
３２ ３２ ０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
４８ ４８ ０３２～０４７ ＲＷｗ０ ３３２～３４７ ＲＷｒ０
６４ ６４ ０４８～０６３ ＲＷｗ１ ３４８～３６３ ＲＷｒ１
８０ ８０ ０６４～０７９ ＲＷｗ２ ３６４～３７９ ＲＷｒ２
９６ ９６ ０８０～０９５ ＲＷｗ３ ３８０～３９５ ＲＷｒ３

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

Ⅰ/Oパラメータ X-SEL側DⅠ
PLC側

X-SEL側DO
PLC側

No.14 No.15 （ポートNo.） （ポートNo.）
（１６）（１６） ０００～０１５ ＲＹ　０～Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～Ｆ
（３２）（３２） ０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
（４８）（４８） ０３２～０４７ ＲＹ　２０～２Ｆ ３３２～３４７ ＲＸ　２０～２Ｆ
（６４）（６４） ０４８～０６３ ＲＹ　３０～３Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　３０～３Ｆ
（８０）（８０） ０６４～０７９ ＲＷｗ０ ３６４～３７９ ＲＷｒ０
（９６）（９６） ０８０～０９５ ＲＷｗ１ ３８０～３９５ ＲＷｒ１
１１２ １１２ ０９６～１１１ ＲＷｗ２ ３９６～４１１ ＲＷｒ２
１２８ １２８ １１２～１２７ ＲＷｗ３ ４１２～４２７ ＲＷｒ３
１４４ １４４ １２８～１４３ ＲＷｗ４ ４２８～４４３ ＲＷｒ４
１６０ １６０ １４４～１５９ ＲＷｗ５ ４４４～４５９ ＲＷｒ５
１７６ １７６ １６０～１７５ ＲＷｗ６ ４６０～４７５ ＲＷｒ６
１９２ １９２ １７６～１９１ ＲＷｗ７ ４７６～４９１ ＲＷｒ７

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

（2）Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合
２リモートデバイスとして構成されます。（２局占有）
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Ⅰ/Oパラメータ
X-SEL側DⅠ PLC側 X-SEL側DO PLC側

No.14 No.15
０００～０１５ ＲＹ　 ０～　Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～ Ｆ
０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
０３２～０４７ ＲＹ　２０～２Ｆ ３３２～３４７ ＲＸ　２０～２Ｆ
０４８～０６３ ＲＹ　３０～３Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　３０～３Ｆ
０６４～０７９ ＲＹ　４０～４Ｆ ３６４～３７９ ＲＸ　４０～４Ｆ
０８０～０９５ ＲＹ　５０～５Ｆ ３８０～３９５ ＲＸ　５０～５Ｆ
０９６～１１１ ＲＷｗ０ ３９６～４１１ ＲＷｒ０
１１２～１２７ ＲＷｗ１ ４１２～４２７ ＲＷｒ１
１２８～１４３ ＲＷｗ２ ４２８～４４３ ＲＷｒ２
１４４～１５９ ＲＷｗ３ ４４４～４５９ ＲＷｒ３
１６０～１７５ ＲＷｗ４ ４６０～４７５ ＲＷｒ４
１７６～１９１ ＲＷｗ５ ４７６～４９１ ＲＷｒ５

２０８ ２０８ １９２～２０７ ＲＷｗ６ ４９２～５０７ ＲＷｒ６
２２４ ２２４ ２０８～２２３ ＲＷｗ７ ５０８～５２３ ＲＷｒ７
２４０ ２４０ ２２４～２３９ ＲＷｗ８ ５２４～５３９ ＲＷｒ８
２５６ ２５６ ２４０～２５５ ＲＷｗ９ ５４０～５５５ ＲＷｒ９
設定不可 － ＲＷｗＡ － ＲＷｒＡ
設定不可 － ＲＷｗＢ － ＲＷｒＢ

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

※ 3局占有の場合、PLC側のデータレジスタは入出力各12ワード（X-SELは10ワード）が割付けら
れます。PLC側のデータレジスタの重複使用にご注意ください。

（3）Ⅰ/O点数の設定が208点以上256点までの場合
３リモートデバイスとして構成されます。（３局占有）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）
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3.1.8 リモートレジスタのデータ
PLC内のアドレスは、CC-Linkボード上で設定した局番と、PLCのパラメータで設定する占有局

数に対応するリモート入出力アドレスおよびリモートレジスタに16点（1ワード）単位でX-SELの
ポートNo.順に割り付けられます。

Ⅰ／OパラメータNo.120の設定を“0”にすることによって、PLCのリモートレジスタとの交信域で、
1ワード内のデータを、上位バイト（上位8ビット）と下位バイト（下位8ビット）で入れ替えて送
信することができます。（リモート入出力領域は入れ替わりません。）

Ⅰ／Oパラメータ

以下にX-SELのⅠ／O点数を112点以上192点まで（2局占有）の設定をした場合を例にとって、入
出力信号の関係を示します。

（1）X-SELのリモート入出力領域とリモートレジスタ領域

リモート入力：ポートNo.0～63

リモート出力：ポートNo.300～363

リモートアドレス（入力）：ポートNo.64～191

リモートアドレス（出力）：ポートNo.364～491

（注）ポートNo.48～63および、348～363はPLC側のリモートデバイス局のシステム領域となっ
ているため使用できません。

No. パラメータ名称 初期値（参考） 入力範囲 備　　　　　　　　考
120 ネットワーク属性1 1 0H～ CC-LinkリモートレジスタエリアH/Lバイト

FFFFFFFFH SWAP選択
0：X-SEL側Hバイト⇔PLC側Lバイト
X-SEL側Lバイト⇔PLC側Hバイト

1：X-SEL側Hバイト⇔PLC側Hバイト
X-SEL側Lバイト⇔PLC側Lバイト
（メインアプリ部Ver.0.55以後）
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（2）リモート入出力域での信号授受
Ⅰ/OパラメータNo.120の設定に無関係です。

●をON、○をOFFとします。

X-SELポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

015 014 013 012 011 010 009 008 007 006 005 004 003 002 001 000

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RYnn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

X-SELポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

315 314 313 312 311 310 309 308 307 306 305 304 303 302 301 300

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RXnn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1
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（3）リモートレジスタ領域での信号授受
Ⅰ/OパラメータNo.120により、1ワード（16ビット）内のデータを、上位バイト（上位8ビット）と
下位バイト（下位8ビット）で入れ替えて送信することができます。

（a）“１”にセットした場合

●をON、○をOFFとします。

X-SELポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

079 078 077 076 075 074 073 072 071 070 069 068 067 066 065 064

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWｗn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

X-SELポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

379 378 377 376 375 374 373 372 371 370 369 368 367 366 365 364

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWrn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

40

CC-Link

3.

X-

S
E
L



CC-Link

33

（ ｂ）“０”にセットした場合

●をON、○をOFFとします。

X-SELポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

079 078 077 076 075 074 073 072 071 070 069 068 067 066 065 064

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

8 1  Ｆ 0

PLC：RWｗn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

X-SELポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

379 378 377 376 375 374 373 372 371 370 369 368 367 366 365 364

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWrn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

8 1  Ｆ 0
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Xnn/Ynnは局番号に対応するPLC内のリモート入出力アドレスです。

PLCのリモート入出力（RX／RY）のアドレス設定はXnn／Ynnと設定します。（「9. マスタ
局との交信」をご参照ください。）

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RXnn

  RXnn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RYnn

  RYnn+1

PLC

 
X-SEL

000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
 

（入力） 
ポートNo.

300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
317 
318 
319 
320 
321 
 

（出力） 
ポートNo.

■Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合…２局占有

PLC内のアドレスは、ロータリスイッチで設定した局番と、PLCのパラメータで設定する占
有局数に対応するリモート入出力アドレス及びリモートレジスタにポートNo.順に割付けら
れます。

（1）リモート入出力

参考
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RWrn/RWwnは局番号Ｎに対応するPLC内のリモートレジスタアドレスです。

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWrn

  RWrn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWwn

  RYwn+1

PLC

 
X-SEL

064 
065 
066 
067 
068 
069 
070 
071 
072 
073 
074 
075 
076 
077 
078 
079 
080 
081 
082 
083 
084 
 

（入力） 
ポートNo.

364 
365 
366 
367 
368 
369 
370 
371 
372 
373 
374 
375 
376 
377 
378 
379 
380 
381 
382 
383 
384 
385

（出力） 
ポートNo.

（2）リモートレジスタ

a.  Ⅰ/Oパラメータ No.120の設定が“１”の場合

参考
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RWrm/RWwmは局番号に対応するPLC内のリモートレジスタアドレスです。

リモートレジスタは１ワード（16ビット）で構成されていますが、本設定の場合上位８ビット
（上位バイト）と下位８ビット（下位バイト）のデータが逆になりますので御注意ください。

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWrn

  RWrn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWwn

  RWwn+1

PLC

 
X-SEL

064 
065 
066 
067 
068 
069 
070 
071 
072 
073 
074 
075 
076 
077 
078 
079 
080 
081 
082 
083 
084 
 

（入力） 
ポートNo.

364 
365 
366 
367 
368 
369 
370 
371 
372 
373 
374 
375 
376 
377 
378 
379 
380 
381 
382 
383 
384 
385

（出力） 
ポートNo.

 
局番号 
N

 
局番号 
N＋1

b.  Ⅰ/Oパラメータ No.120の設定が“０”の場合

参考

例
PLC→X-SEL PLC

X-SEL

レジスタＤ100
15 14 13 

F 0 8 1

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0 
● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● 

データ 

ポート№064～079
079 078 077

8 1 F 0

076 075 074 073 072 071 070 069 068 067 066 065 064
● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 

データ 
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3.1.9 CSPファイル
GX Configurator-CC（三菱電機株式会社製）をご使用になる場合、CSPファイルが必要な場合には
以下の当社ホームページよりダウンロードしてご使用ください。

ホームページ　http://www.iai-robot.co.jp

X-SELのⅠ/OパラメータNo.14および15で設定する使用ポート数（Ⅰ/O点数）により、使用する
CSPファイルが異なります。

マスター局へのリモート局（X-SEL）情報の設定方法は、マスター局、搭載されるPLCおよび、
周辺装置の取扱説明書に従って行ってください。

ファイル名 内　　　　容 X-SEL使用ポート数（Ⅰ/O点数）

HMS-ABS-CCL_1.csp 1リモートデバイス（1局）用 各96点以下の場合

HMS-ABS-CCL_2.csp 2リモートデバイス（2局）用 各112点以上192点以下の場合

HMS-ABS-CCL_3.csp 3リモートデバイス（3局）用 各208点以上256点以下の場合
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●標準スロット（Ⅰ/O1…一番左側）には標準Ⅰ/Oボードが必要です。
●拡張スロットにはCC-Linkボード（＊1）のほか、拡張Ⅰ/Oボード（＊2）、または、SⅠOボード（＊3）のい
ずれかが装着可能です。

図3-2-1

拡張スロット

標準Ⅰ/O  ボード CC-Linkボード

ＣＣ －Ｌｉｎｋ 

3.2 リモートⅠ/O局

3.2.1 型式
リモートⅠ/O局として扱われるCC-Link対応のX-SELはKタイプに次の3種類が用意されています。

CC-Linkボードは１枚で入出力、各16点の通信が可能です。

X-SELはボードの装着位置と枚数によって形式が変わります。

●CC-Linkボード　○標準Ⅰ/Oボード

38

CC-Link

ボード装着位置
ネットワーク

標準 拡張 拡張 拡張
Ⅰ/O

No.
コントローラ Ⅰ/O点数

スロット スロット1 スロット2 スロット3 X-SEL型式 スロット
タイプ （MAX入力/

（Ⅰ/O1）（Ⅰ/O2）（Ⅰ/O3）（Ⅰ/O4）
配列M

出力）

1 16/16 ○ ● XSEL-K-□-□～□-NI-EEC-□-□ 図3-2-1

2 Kタイプ
32/32

○ ● ● XSEL-K-□-□～□-NI-ECC-□-□ 図3-2-2（16/16×2）

3
48/48

○ ● ● ● XSEL-K-□-□～□-NI-CCC-□-□ 図3-2-3（16/16×3）
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図3-2-2

図3-2-3

標準Ⅰ/O  ボード CC-Linkボード

拡張スロット

標準Ⅰ/O  ボード CC-Linkボード

ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ 

ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ 
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（※1）CC-Linkボード
型式 ⅠANT-3204-CC16

（※2）拡張Ⅰ/Oボード

型式 ①ⅠA-103-X-32（入力32点 出力16点 NPN仕様）

②ⅠA-103-X-32-P（入力32点 出力16点 PNP仕様）

③ⅠA-103-X-16（入力16点 出力32点 NPN仕様）

④ⅠA-103-X-16-P（入力16点 出力32点 PNP仕様）

⑤ⅠA-ⅠO-3204-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑥ⅠA-ⅠO-3204-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

⑦ⅠA-ⅠO-3205-NP（入力48点 出力48点 NPN仕様）

⑧ⅠA-ⅠO-3205-PN（入力48点 出力48点 PNP仕様）

（注）⑤⑥はKタイプ専用、⑦⑧はJタイプ専用です。

仕様の詳細は「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。

（※3）SⅠOボード
型式 ①ⅠA-105-X-MW-A（RS232C用）

②ⅠA-105-X-MW-B（RS422用）

③ⅠA-105-X-MW-C（RS485用）

いずれもボード１枚で2chの対応が可能。
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3.2.2 CC-Linkボード

（1） 各部の名称

CC-Link 通信コネクタ 

モニタ用LED

局番設定ロータリスイッチ 

通信速度設定ロータリスイッチ 

DA

DB

DG

SLD

FG

RUN
/ERR

SD
/RD

SA
×10

SA
×1

BR
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（2）ロータリスイッチ

ロータリスイッチでは

a.  局番の設定

b.  通信速度の設定

を行うことができます。

a.   局番設定

CC-LinkではリモートⅠ/O局だけの場合最大64台まで接続が可能です。

２つのロータリスイッチにより1～64の間で局番の設定をします。

SA×10 ・・・・・10の位を設定します。

SA×1 ・・・・・１の位を設定します。

（例）局番を12に設定する場合
ロータリスイッチ　SA×10 を 1
ロータリスイッチ　SA×1 を 2
に設定します。

（注）PLCのCC-Link先頭入出力アドレスは、マスタユニットの装着位置と、その前に装着されてい
るユニットの入出力占有点数により決定されます。

この先頭入出力アドレスを頭に局番号順にPLC内の入出アドレスが割付けられます。

X-SELに２枚以上、CC-Linkボードを使用する場合はトラブル発生時の処置がスムーズに行な
える様、装着位置順に局番号を設定することをお勧めします。

なお、局番設定とPLC内の入出力アドレス設定の詳細はマスタユニットおよび搭載されるPLC
の取扱説明書をご参照ください。

ロータリスイッチ 局　　番

選択番号 SA×10 SA×1

0 0 0

1 10 1

2 20 2

3 30 3

4 40 4

5 50 5

6 60 6

7 － 7

8 － 8

9 － 9
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b.   通信速度の設定

通信速度はロータリスイッチBRによって設定します。

ロータリスイッチ
通信速度選択番号

0 156kbps

1 625kbps

2 2.5Mbps

3 5Mbps

4 10Mbps

5以上設定禁止 エラー

（3）モニタ用LEDの表示

ボード前面に設けられた４つのLEDによってボードの動作状態やネットワークの状態を知ることが
できます。

LED 色 表示状態 表示内容（表示の意味）

RUN 緑 点灯 通信開始で点灯、一定時間以上通信が途切れると消灯

SD 緑 点灯 データ送信中点灯

RD 緑 点灯 データ受信中点灯

ERR 赤 点灯 自局宛受信データが異常

点滅
通信中に、通信速度設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
通信中に、局番設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
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3.2.3 Ⅰ/Oパラメータの設定（入出力ポートの割付）
CC-Linkで使用するX-SELの入出力ポートを設定します。X-SELではⅠ/Oパラメータにより様々な
入出力ポートのバリエーション設定が可能です。（詳細については｢X-SELコントローラ取扱説明
書｣をご参照ください。）

本書では、代表的な設定方法を以下に示します。

基本的には、Ⅰ/OパラメータのNo.1で入出力ポート割付種別を固定割付とし、Ⅰ/Oスロットごとに
入出力ポートアドレスを設定します。

（1）ボード装着位置（スロット）とパラメータNo.

パラメータ No.81

No.91

No.13

パラメータ No.21

No.31

No.10

パラメータ No.61

No.71

No.12

パラメータ No.41

No.51

No.11
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（2）出荷時パラメータ

Ａ：X-SEL-K□-□-CC1-□

Ｂ：X-SEL-K□-□-CC2-□

Ｃ：X-SEL-K□-□-CC3-□

No. パラメータ名称 入力範囲 

設　定　値 

備　考 

1 入出力ポート割付種別 0～ 20 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 

※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視（Ⅰ/O1） 0～ 5

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視（Ⅰ/O2） 0～ 5

12 拡張Ⅰ/O2異常監視（Ⅰ/O3） 0～ 5

13 拡張Ⅰ/O3異常監視（Ⅰ/O4） 0～ 5

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0～ 256 8の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0～ 256

      

8の倍数 

出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

A

0

－1

－1

－1

－1

－1

－1

0

300

0

  

0

0

2

0

0

B

0

－1

－1

－1

－1

016

316

0

300

0

0

2

2

0

0

C

0

－1

－1

032

332

016

316

0

300

0

  

2

2

2

0

0

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。

（注）標準Ⅰ/Oボードを使用しない場合、Ⅰ/O24Ｖ電源コネクタへのDC24Ｖの供給は不要です。この場合は

パラメータNo.10を“０”に設定してください。
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（3）標準Ⅰ/OポートとCC-Link接続

a.   CC-Linkボード３枚だけで使用する場合

標準Ⅰ/Oボードを使用せずに、CC-Linkボードに標準Ⅰ/Oポートを先頭から割付ける場合の設定
です。

ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ 

（3.2.1項　図3-2-3の実装状態で使用する場合です。）

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315

入力ポートNo. 016～031

出力ポートNo. 316～331

入力ポートNo. 032～047

出力ポートNo. 332～347

使用しない
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（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。

b.   CC-Linkボード２枚だけで使用する場合

Ⅰ/O2（拡張Ⅰ/O1）のスロットは空となります。従って、前表のNo.4と５は初期値、設定値とも
“－1”、No.11は“0”となります。

（3.2.1項　図3-2-2の実装状態で使用する場合です。）

c.   CC-Linkボート１枚だけで使用する場合

Ⅰ/O2（拡張Ⅰ/O1）および３（拡張Ⅰ/O2）のスロットは空となります。従って、前表のNo.4～7
は初期値、設定値とも“－1”、No.11とNo.12は“0”となります。

（3.2.1項　図3-2-1の実装状態で使用する場合です。）

（注）標準Ⅰ/Oボードを使用しない場合、Ⅰ/O24Ｖ電源コネクタへのDC24Ｖの供給は不要です。a.b.c

いずれの場合もパラメータNo.10は“０”に設定してください。

No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 

※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 －1 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 032 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 332 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 016 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 316 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 000 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 300

－1

032

332

016

316

000

300－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視.（Ⅰ/O1） 0 0～ 5 0

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視（Ⅰ/O2） 2 0～ 5 2

12 拡張Ⅰ/O2異常監視（Ⅰ/O3） 2 0～ 5 2

13 拡張Ⅰ/O3異常監視（Ⅰ/O4） 2 0～ 5 2

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0 0～ 256 0 8の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0 0～ 256 0 8の倍数 

出力使用ポート数 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

X-SEL Ⅰ/Oパラメータ
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d.   標準Ⅰ/Oボードを汎用入出力として使用する場合

aの設定で標準Ⅰ/Oボードを汎用入出力（入力32点、出力16点）として使用する場合には、前表
のNo.2は048、No.3は348、No.10は１となり、下図の割付となります。

ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ 

（3.2.1項　図3-2-3の実装状態で使用する場合です。）

入力ポートNo. 000～015

出力ポートNo. 300～315

入力ポートNo. 016～031

出力ポートNo. 316～331

入力ポートNo. 032～047

出力ポートNo. 332～347

入力ポートNo. 048～079

出力ポートNo. 348～363
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（4）CC-Linkボードの汎用入出力接続

標準Ⅰ/Oボードを、標準Ⅰ/Oポートとして使用し、３枚のCC-Linkボードを汎用入出力ポートと
して入出力各48点を割付ける場合の設定です。

ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ ＣＣ －Ｌｉｎｋ 

（3.2.1項　図3-2-3の実装状態で使用する場合です。）

入力ポートNo. 064～079

出力ポートNo. 348～363

入力ポートNo. 048～063

出力ポートNo. 332～347

入力ポートNo. 032～047

出力ポートNo. 316～331

標準Ⅰ/Oボード

入力ポートNo. 000～031

出力ポートNo. 300～315
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No. パラメータ名称 初期 値 （ 参 考 ） 入力範囲 設　定 備　考 

1 入出力ポート割付種別 0 0～ 20 0 0：固定割付 

1：自動割付 （ 優先 順 位： スロット 1～） 

※スロット1より連続実装範囲分のみ割付=安全の為） 

2 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 000 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O1） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O2） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O3） 

No.（Ⅰ/O4） 

No.（Ⅰ/O4） 

3 標準Ⅰ/O固定割付時 －1 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

4 拡張Ⅰ/O1固定割付時 032 － 1～ 599 0＋ （8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 （標準Ⅰ/Oの隣のスロット） 

5 拡張Ⅰ/O1固定割付時 332 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

6 拡張Ⅰ/O2固定割付時 016 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

7 拡張Ⅰ/O2固定割付時 316 － 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

8 拡張Ⅰ/O3固定割付時 000 － 1～ 599 0＋（ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

入力ポート開始 

9 拡張Ⅰ/O3固定割付時 300

300

032

316

048

332

064

348－ 1～ 599 300＋ （ 8の倍数） （ マイ ナ ス時 無 効） 

出力ポート開始 

10 標準Ⅰ/O異常監視 0 0～ 5 1

  

11 拡張Ⅰ/O1異常監視 2 0～ 5 2

12 拡張Ⅰ/O2異常監視 2 0～ 5 2

13 拡張Ⅰ/O3異常監視 2 0～ 5 2

14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0 0～ 256 0 8の倍数 

入力使用ポート数 

15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 0 0～ 256 0 8の倍数 

出力使用ポート数 

（Ⅰ/O1） 

（Ⅰ/O2） 

（Ⅰ/O3） 

（Ⅰ/O4） 

0：非監視 
1：監視 
2：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラー非監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 
3：監視（24V Ⅰ/O電源関連エラーだけを監視） 
　　　  （メインアプリ部Ver.0.55以後） 

X-SEL Ⅰ/Oパラメータ

（Ⅰ/O1）～（Ⅰ/O4）はスロットNo.を表します。
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（5）X-SELのⅠ/OポートNo.

X-SELの標準Ⅰ/OポートNo.を以下に示します。

X-SELのポートNo.や機能割付はⅠ/Oパラメータによって変更することが可能です。（詳細について
は「X-SELコントローラ取扱説明書」をご参照ください。）

ポートNo. 機能 ポートNo. 機能

000 プログラムスタート 300 アラーム出力

001 汎用入力 301 レディ出力

002 汎用入力 302 非常停止出力

003 汎用入力 303 汎用出力

004 汎用入力 304 汎用出力

005 汎用入力 305 汎用出力

006 汎用入力 306 汎用出力

007 プログラム指定（PRG No.1） 307 汎用出力

入力 008 プログラム指定（PRG No.2） 出力 308 汎用出力

009 プログラム指定（PRG No.4） 309 汎用出力

010 プログラム指定（PRG No.8） 310 汎用出力

011 プログラム指定（PRG No.10） 311 汎用出力

012 プログラム指定（PRG No.20） 312 汎用出力

013 プログラム指定（PRG No.40） 313 汎用出力

014 汎用入力 314 汎用出力

015 汎用入力 315 汎用出力

… … … …

（注）入出力のポート数は

入力 000～299（MAX, 300点）
出力 300～599（MAX, 300点）

となります。

CC-Linkボードと拡張Ⅰ/Oボードを併用する場合、入出力ポート数に御注意ください。
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Xnn/Ynn+1は局番号Nに対応するPLC内のアドレスです。

PLCでは１局あたり２ワード（32点）で処理されていますのでPLCのリモート入出力
（RX／RY）のアドレス設定はXnn／Ynn+1と設定します。（「9. マスタ局との交信」をご参照
ください。）

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  Xnn

  Xnn+2

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  Ynn+1

  Ynn+3

PLC

 
X-SEL

000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
 

（入力） 
ポートNo.

300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
317 
318 
319 
320 
321 
 

（出力） 
ポートNo.

 
局番号 
N

 
局番号 
N＋1

PLC内のビットアドレスは、ロータリスイッチで設定した局番と、PLCのパラメータで設定
する局番と対応するリモート入出力アドレスに16点単位でポートNo.順に割付けられます。

参考
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3.3 トラブルシューティング
CC-Linkにトラブルが発生した場合、以下の表により動作状態を確認してください。

ERR LEDの点灯または点滅、または通信中の緑のLEDの異常消灯の場合は、電源および通信ケー
ブルの接続、ロータリスイッチの設定、パラメータ設定等を確認（再設定）の後、コントローラ本
体の電源を再投入してみてください。

○：点灯　●：消灯　◎点滅

RUN ERR SD RD
動　　作（緑） （赤） （緑） （緑）

○ ◎ ◎ ○ 正常交信しているが、ノイズでCRCエラーが時々発生している。

○ 0.4s◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ● （ありえない状態）

○ ◎ ● ○ 受信データがCRCエラーとなり、応答できない。

○ ◎ ● ● （ありえない状態）

○ ● ◎ ○ 正常交信

○ ● ◎ ● （ありえない状態）

○ ● ● ○ 自局宛データがこない。

○ ● ● ● （ありえない状態）

● ◎ ◎ ○ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がCRCエラー。

● ◎ ◎ ● （ありえない状態）

● ◎ ● ○ 自局宛データがCRCエラー。

● ◎ ● ● （ありえない状態）

● ● ◎ ○ リンク起動されていない

● ● ◎ ● （ありえない状態）

● ● ● ○ 自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可。

● ● ● ● 断線等データを受信できない。電源断またはＨ／Ｗセット中。

● ○ ● ○ ボーレート、局番設定不正

● ○ ● ● ボーレート、局番設定不正

リセット解除のボーレート・局番設定からボーレートまたは局番

が変化した。

※CRC：Cyclic Redundancy check
同期式伝送の場合に多く使用されるデータ誤り検出方式

（※）

（※）

（※）

（※）
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4. テーブルトップ型ロボットTT
TTはリモートデバイス局として扱われます。

4.1 型式

型式：TT-□-I-□-CC

ネットワークⅠ/O点数MAX：240/240

フィールドネットワークボード搭載位置にCC-Linkボードが装着されます。

（注）Ⅰ/O点数の内入出力各16点はリモートデバイス局のシステム領域となっており使用できません。

詳細は「4.5 TTのⅠ/OポートNo.とPLCアドレスの対応」をご参照ください。

標準Ⅰ/OCC-Link

Ｒ Ｒ Ｅ Ｒ Ｕ Ｎ 

Ｒ Ｄ Ｓ Ｄ 

× １ × １ ０ 

Ｓ Ａ Ｂ Ｒ 

Ｃ Ｍ Ｋ Ｅ Ｌ Ａ Ｐ Ｗ Ｒ 
Ｍ Ａ Ｎ Ｕ 

Ａ Ｕ Ｔ Ｏ 

Ｔ Ｐ 

Ｆ Ｇ Ｓ Ｌ Ｄ Ｇ Ｄ Ｂ Ｄ Ａ 
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4.2 CC-Linkボード

（1）各部の名称

BRSARD SD FG SL DG DB DA

ERR RUN
×1 ×10

TTタイプ 

｛ モニタ用LED

局番設定 
スイッチ 

通信速度設定用 
ロータリスイッチ 

CC-Link 
通信コネクタ 
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（2）ロータリスイッチ

ロータリスイッチでは

a.  局番の設定

b.  通信速度の設定

を行うことができます。

a.   局番設定

CC-Linkでは最大64局まで接続が可能です。

２つのロータリスイッチにより1～64の間で局番の設定をします。

SA×10 ・・・・・10の位を設定します。

SA×1 ・・・・・１の位を設定します。

（例）局番を12に設定する場合
ロータリスイッチ　SA×10 を 1
ロータリスイッチ　SA×1 を 2
に設定します。

（注） PLCのCC-Link先頭入出力アドレスは、マスタユニットの装着位置と、その前に装着されているユニッ
トの入出力占有点数により決まります。
この先頭入出力アドレスを頭に局番号順にPLC内の入出アドレスが割付けられます。
なお、局番設定とPLC内の入出力アドレス設定の詳細はマスタユニットおよび搭載されるPLCの取扱説
明書をご参照ください。

ロータリスイッチ 局　　番

選択番号 SA×10 SA×1

0 0 0

1 10 1

2 20 2

3 30 3

4 40 4

5 50 5

6 60 6

7 － 7

8 － 8

9 － 9
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b.   通信速度の設定

通信速度はロータリスイッチBRによって設定します。

ロータリスイッチ
通信速度選択番号

0 156kbps

1 625kbps

2 2.5Mbps

3 5Mbps

4 10Mbps

５以上設定禁止 エラー

（3）モニタ用LEDの表示

ボード前面に設けられた４つのLEDによってボードの動作状態やネットワークの状態を知るこ
とができます。

LED 色 表示状態 表示内容（表示の意味）

RUN 緑 点灯 通信開始で点灯、一定時間以上通信が途切れると消灯

SD 緑 点灯 データ送信中点灯

RD 緑 点灯 データ受信中点灯

点灯 自局宛受信データが異常

ERR 赤

点滅
通信中に、通信速度設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
通信中に、局番設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
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4.3 Ⅰ/Oパラメータの設定（入出力ポートの割付）
CC-Linkで使用するTTの入出力ポートを設定します。

（1）ボード装着位置（スロット）とパラメータNo.

出荷時、CC-Linkで使用する入出力ポートは各64点に設定されています。

標準Ⅰ/O
CC-Link 
パラメータNo.14 
　　　　　No.15

Ｒ Ｒ Ｅ Ｒ Ｕ Ｎ 

Ｒ Ｄ Ｓ Ｄ 

× １ × １ ０ 

Ｓ Ａ Ｂ Ｒ 

Ｃ Ｍ Ｋ Ｅ Ｌ Ａ Ｐ Ｗ Ｒ 
Ｍ Ａ Ｎ Ｕ 

Ａ Ｕ Ｔ Ｏ 

Ｔ Ｐ 

Ｆ Ｇ Ｓ Ｌ Ｄ Ｇ Ｄ Ｂ Ｄ Ａ 
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（2）TTタイプの出荷時パラメータ

No. パラメータ名称 初期値（参考） 入力範囲 備　考
1 入出力ポート割付種別 0 参照のみ 0：固定割付
2 標準Ⅰ/O1固定割付時 000 参照のみ 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
3 標準Ⅰ/O1固定割付時 300 参照のみ 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
4 標準Ⅰ/O2固定割付時 32 参照のみ 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
5 標準Ⅰ/O2固定割付時 316 参照のみ 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
6 拡張Ⅰ/O1固定割付時 48 －1～599 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No. 
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

7 拡張Ⅰ/O1固定割付時 348 －1～599 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）
出力ポート開始No.
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

8 システム予約 －1 －1～599
9 システム予約 －1 －1～599
10 標準Ⅰ/O1異常監視 0 0～5 0：非監視

1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

11 標準Ⅰ/O2異常監視 0 0～5 0：非監視
1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

12 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～5 0：非監視
（ネットワークⅠ/Fモジュール） 1：監視

※一部例外有り
13 システム予約 1 0～5
14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 16の倍数

入力使用ポート数
15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 16の倍数

出力使用ポート数

TTの場合、パラメータ設定によりCC-Linkの使用ポート数の変更が可能です。

CC-Linkの入出力ポート開始No.は固定です。

CC-Link入力ポート開始No.48

CC-Link出力ポート開始No.348

標準Ⅰ/O（リアパネルⅠ/Oコネクタ）の入出力ポートNo.は固定です。

標準入力ポートNo.16～31

標準出力ポートNo.316～331
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（3）テーブルトップ型ロボットTTのパラメータ設定例

CC-Linkボードを汎用入出力ポートとして入出力各240点を割付ける場合の設定です。

TTでは、入出力ポート開始No.は固定です。

入力ポート開始No.48

出力ポート開始No.348

使用ポート数は16点毎になります。また、ポート開始No.が決まっている為、入出力各240点が最
大ポート数になります。
Ⅰ/OパラメータNo.14、15に240を設定します。

標準Ⅰ/O
CC-Link 
パラメータNo.14 
　　　　　No.15

Ｒ Ｒ Ｅ Ｒ Ｕ Ｎ 

Ｒ Ｄ Ｓ Ｄ 

× １ × １ ０ 

Ｓ Ａ Ｂ Ｒ 

Ｃ Ｍ Ｋ Ｅ Ｌ Ａ Ｐ Ｗ Ｒ 
Ｍ Ａ Ｎ Ｕ 

Ａ Ｕ Ｔ Ｏ 

Ｔ Ｐ 

Ｆ Ｇ Ｓ Ｌ Ｄ Ｇ Ｄ Ｂ Ｄ Ａ 
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TTタイプⅠ/Oパラメータ

No. パラメータ名称 初期値 入力範囲 単位 備　考
1 入出力ポート割付種別 0 参照のみ 0 0：固定割付
2 標準Ⅰ/O1固定割付時 000 参照のみ 000 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
3 標準Ⅰ/O1固定割付時 300 参照のみ 300 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
4 標準Ⅰ/O2固定割付時 32 参照のみ 32 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No.
5 標準Ⅰ/O2固定割付時 316 参照のみ 316 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）

出力ポート開始No.
6 拡張Ⅰ/O1固定割付時 48 －1～599 48 0＋（8の倍数）（マイナス時無効）

入力ポート開始No. 
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

7 拡張Ⅰ/O1固定割付時 348 －1～599 348 300＋（8の倍数）（マイナス時無効）
出力ポート開始No.
（ネットワークⅠ/Fモジュール）

8 システム予約 －1 －1～599 －1
9 システム予約 －1 －1～599 －1
10 標準Ⅰ/O1異常監視 0 0～5 0 0：非監視

1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

11 標準Ⅰ/O2異常監視 0 0～5 0 0：非監視
1：監視
2：監視（24VⅠ/O電源関連エラー非監視）
3：監視（24VⅠ/O電源関連エラーのみ監視）
※一部例外有り

12 拡張Ⅰ/O1異常監視 1 0～5 1 0：非監視
（ネットワークⅠ/Fモジュール） 1：監視

※一部例外有り
13 システム予約 1 0～5 1
14 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 240 16の倍数

入力使用ポート数
15 ネットワークⅠ/Fカードリモート 64 0～240 240 16の倍数

出力使用ポート数
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4.4 TTのⅠ/OポートNo.
TTのⅠ/OポートNo.を以下に示します。

（詳細については「テーブルトップ型ロボットTT取扱説明書」をご参照ください。）

ポートNo. 
000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 

016 
～ 
031 
032 
033 
034 
035 
036 
037 
038 
039 
040 
041 
042 
043 
044 
045 
046 
047

048 
～ 
287

348 
～ 
587

機能 
スタート 
（ソフトリセット） 
（サーボON） 
（オートスタート起動） 
（ソフトインターロック） 
（一時停止解除） 
（一時停止） 
 
プログラムNo.指定 
1の桁デジスイッチ用 
 

プログラムNo.指定 
10の桁デジスイッチ用 
 （駆動源解除入力） 
（原点復帰等） 

汎用入力 
（リアパネルⅠ/Oコネクタ） 

システム予約 

内
部
Ｄ
Ｉ 
内
部
Ｄ
Ｉ 

外部 
ＤＩ 

ポートNo. 
300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
～ 
331 
332 
333 
334 
335 
336 
337 
338 
339 
340 
341 
342 
343 
344 
345 
346 
347

機能 
ALM（フロントパネルLED） 
RDY（フロントパネルLED） 
EMG（フロントパネルLED） 
自動運転中 
HPS（フロントパネルLED） 
システム予約 
システム予約 
システム予約 
内部DI-No.001　ON/OFF用 
内部DI-No.002　ON/OFF用 
内部DI-No.003　ON/OFF用 
内部DI-No.004　ON/OFF用 
内部DI-No.005　ON/OFF用 
内部DI-No.006　ON/OFF用 
内部DI-No.014　ON/OFF用 
内部DI-No.015　ON/OFF用 

7セグユーザ表示桁指定 
7セグユーザ表示桁指定 
システム予約 
システム予約 
システム予約 
7セグリフレッシュ 
7セグユーザ・システム交互表示 
7セグユーザ表示指定 
DT0（7セグユーザ表示ビット） 
DT1（7セグユーザ表示ビット） 
DT2（7セグユーザ表示ビット） 
DT3（7セグユーザ表示ビット） 
DT4（7セグユーザ表示ビット） 
DT5（7セグユーザ表示ビット） 
DT6（7セグユーザ表示ビット） 
システム予約 

汎用出力 
（リアパネルⅠ/Oコネクタ） 

内
部
Ｄ
Ｏ 

内
部
Ｄ
Ｏ 

外部 
ＤＯ 

CC-Link用 CC-Link用 外部 
ＤＩ 

外部 
ＤＯ 
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4.5 TTのⅠ/OポートNo.とPLCアドレスの対応
PLCでは、TTのCC-Linkボードはリモートデバイスとして設定します。

TT側でのⅠ/O点数の設定に応じて占有するリモートデバイスの局数が変化します。

以下の表は、Ⅰ/OパラメータNo.14、15の設定によるⅠ/OポートNo.とPLCのアドレスの関係を示し
たものです。

（注）Ⅰ/OパラメータのNo.14及びNo.15は、多い点数の方に合わせ同一の点数を設定してください。

（1）Ⅰ/O点数の設定が96点までの場合　
１リモートデバイスとして構成されます。（１局占有）

Ⅰ/Oパラメータ TT側DⅠ
PLC側

TT側DO
PLC側

No.14 No.15 （ポートNo.） （ポートNo.）
１６ １６ ０４８～０６３ ＲＹ　 ０～ Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　 ０～ Ｆ
３２ ３２ ０６４～０７９ ＲＹ　１０～１Ｆ ３６４～３７９ ＲＸ　１０～１Ｆ
４８ ４８ ０８０～０９５ ＲＷｗ０ ３８０～３９５ ＲＷｒ０
６４ ６４ ０９６～１１１ ＲＷｗ１ ３９６～４１１ ＲＷｒ１
８０ ８０ １１２～１２７ ＲＷｗ２ ４１２～４２７ ＲＷｒ２
９６ ９６ １２８～１４３ ＲＷｗ３ ４２８～４４３ ＲＷｒ３

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

Ⅰ/Oパラメータ TT側DⅠ
PLC側

TT側DO
PLC側

No.14 No.15 （ポートNo.） （ポートNo.）
（１６）（１６） ０４８～０６３ ＲＹ　０～Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　 ０～Ｆ
（３２）（３２） ０６４～０７９ ＲＹ　１０～１Ｆ ３６４～３７９ ＲＸ　１０～１Ｆ
（４８）（４８） ０８０～０９５ ＲＹ　２０～２Ｆ ３８０～３９５ ＲＸ　２０～２Ｆ
（６４）（６４） ０９６～１１１ ＲＹ　３０～３Ｆ ３９６～４１１ ＲＸ　３０～３Ｆ
（８０）（８０） １１２～１２７ ＲＷｗ０ ４１２～４２７ ＲＷｒ０
（９６）（９６） １２８～１４３ ＲＷｗ１ ４２８～４４３ ＲＷｒ１
１１２ １１２ １４４～１５９ ＲＷｗ２ ４４４～４５９ ＲＷｒ２
１２８ １２８ １６０～１７５ ＲＷｗ３ ４６０～４７５ ＲＷｒ３
１４４ １４４ １７６～１９１ ＲＷｗ４ ４７６～４９１ ＲＷｒ４
１６０ １６０ １９２～２０７ ＲＷｗ５ ４９２～５０７ ＲＷｒ５
１７６ １７６ ２０８～２２３ ＲＷｗ６ ５０８～５２３ ＲＷｒ６
１９２ １９２ ２２４～２３９ ＲＷｗ７ ５２４～５３９ ＲＷｒ７

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

（2）Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合
２リモートデバイスとして構成されます。（２局占有）
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Ⅰ/Oパラメータ TT側DⅠ
PLC側

TT側DO
PLC側

No.14 No.15 （ポートNo.） （ポートNo.）
０４８～０６３ ＲＹ　 ０～　Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　 ０～ Ｆ
０６４～０７９ ＲＹ　１０～１Ｆ ３６４～３７９ ＲＸ　１０～１Ｆ
０８０～０９５ ＲＹ　２０～２Ｆ ３８０～３９５ ＲＸ　２０～２Ｆ
０９６～１１１ ＲＹ　３０～３Ｆ ３９６～４１１ ＲＸ　３０～３Ｆ
１１２～１２７ ＲＹ　４０～４Ｆ ４１２～４２７ ＲＸ　４０～４Ｆ
１２８～１４３ ＲＹ　５０～５Ｆ ４２８～４４３ ＲＸ　５０～５Ｆ
１４４～１５９ ＲＷｗ０ ４４４～４５９ ＲＷｒ０
１６０～１７５ ＲＷｗ１ ４６０～４７５ ＲＷｒ１
１７６～１９１ ＲＷｗ２ ４７６～４９１ ＲＷｒ２
１９２～２０７ ＲＷｗ３ ４９２～５０７ ＲＷｒ３
２０８～２２３ ＲＷｗ４ ５０８～５２３ ＲＷｒ４
２２４～２３９ ＲＷｗ５ ５２４～５３９ ＲＷｒ５

２０８ ２０８ ２４０～２５５ ＲＷｗ６ ５４０～５５５ ＲＷｒ６
２２４ ２２４ ２５６～２７１ ＲＷｗ７ ５５６～５７１ ＲＷｒ７
２４０ ２４０ ２７２～２８７ ＲＷｗ８ ５７２～５８７ ＲＷｒ８
設定不可 － ＲＷｗ９ － ＲＷｒ９
設定不可 － ＲＷｗＡ － ＲＷｒＡ
設定不可 － ＲＷｗＢ － ＲＷｒＢ

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

※ 3局占有の場合、PLC側のデータレジスタは入出力各12ワード（TTは9ワード）が割付けられます。
PLC側のデータレジスタの重複使用にご注意ください。

（3）Ⅰ/O点数の設定が208点以上240点までの場合
３リモートデバイスとして構成されます。（３局占有）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）
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4.6 リモートレジスタのデータ
PLC内のアドレスは、CC－Linkボード上で設定した局番と、PLCのパラメータで設定する占有局

数に対応するリモート入出力アドレスおよびリモートレジスタに16点（1ワード）単位でTTのポー
トNo.順に割り付けられます。

Ⅰ／OパラメータNo.120の設定を“0”にすることによって、PLCのリモートレジスタとの交信域で、
1ワード内のデータを、上位バイト（上位8ビット）と下位バイト（下位8ビット）で入れ替えて送
信することができます。（リモート入出力領域は入れ替わりません。）

Ⅰ／Oパラメータ

※I/OパラメータNo.14、15使用ポート数と占有局数に矛盾無き事。

以下にTTのⅠ／O点数を112点以上192点まで（2局占有）の設定をした場合を例にとって、入出力
信号の関係を示します。

（1）TTのリモート入出力領域とリモートレジスタ領域

リモート入力：ポートNo.48～111

リモート出力：ポートNo.348～411

リモートアドレス（入力）：ポートNo.112～239

リモートアドレス（出力）：ポートNo.412～539

（注）ポートNo.128～143および、428～443はPLC側のリモートデバイス局のシステム領域と
なっているため使用できません。

No. パラメータ名称 初期値（参考） 入力範囲 備　　　　　　　　考
120 ネットワーク属性1 1 0H～ ビット0-3：CC-Linkリモートレジスタ

FFFFFFFFH エリアH/Lバイト
SWAP選択（0：SWAPしない　1：する）
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（2）リモート入出力域での信号授受
Ⅰ/OパラメータNo.120の設定に無関係です。

●をON、○をOFFとします。

TTポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

063 062 061 060 059 058 057 056 055 054 053 052 051 050 049 048

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RYnn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

TTポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

363 362 361 360 359 358 357 356 355 354 353 352 351 350 349 348

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RXnn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1
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（3）リモートレジスタ領域での信号授受
Ⅰ/OパラメータNo.120により、1ワード（16ビット）内のデータを、上位バイト（上位8ビット）と
下位バイト（下位8ビット）で入れ替えて送信することができます。

（a）“１”にセットした場合

●をON、○をOFFとします。

TTポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

127 126 125 124 123 122 121 120 119 118 117 116 115 114 113 112

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWｗn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

TTポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

427 426 425 424 423 422 421 420 419 418 417 416 415 414 413 412

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWrn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1
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（ ｂ）“０”にセットした場合

●をON、○をOFFとします。

TTポートNo.（入力）

ON／OFF

16進データ

127 126 125 124 123 122 121 120 119 118 117 116 115 114 113 112

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

8 1  Ｆ 0

PLC：RWｗn （出力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

TTポートNo.（出力）

ON／OFF

16進データ

427 426 425 424 423 422 421 420 419 418 417 416 415 414 413 412

● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

F 0 8 1

PLC：RWrn （入力）

ON／OFF

16進データ

F E D C B A 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○

8 1  Ｆ 0
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Xnn/Ynnは局番号に対応するPLC内のリモート入出力アドレスです。

PLCのリモート入出力（RX／RY）のアドレス設定はXnn／Ynnと設定します。（「9. マスタ
局との交信」をご参照ください。）

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RXnn

  RXnn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RYnn

  RYnn+1

PLC

 
TT

048 
049 
050 
051 
052 
053 
054 
055 
056 
057 
058 
059 
060 
061 
062 
063 
064 
065 
066 
067 
068

（入力） 
ポートNo.

348 
349 
350 
351 
352 
353 
354 
355 
356 
357 
358 
359 
360 
361 
362 
363 
364 
365 
366 
367 
368 
369

（出力） 
ポートNo.

■Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合…２局占有

PLC内のアドレスは、ロータリスイッチで設定した局番と、PLCのパラメータで設定する占
有局数に対応するリモート入出力アドレス及びリモートレジスタにポートNo.順に割付けら
れます。

（1）リモート入出力

参考
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RWrn/RWwnは局番号Ｎに対応するPLC内のリモートレジスタアドレスです。

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWrn

  RWrn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWwn

  RYwn+1

PLC

 
TT

112 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 
130 
131 
132

（入力） 
ポートNo.

412 
413 
414 
415 
416 
417 
418 
419 
420 
421 
422 
423 
424 
425 
426 
427 
428 
429 
430 
431 
432 
433

（出力） 
ポートNo.

（2）リモートレジスタ

a.  Ⅰ/Oパラメータ No.120の設定が“１”の場合

参考
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RWrm/RWwmは局番号に対応するPLC内のリモートレジスタアドレスです。

リモートレジスタは１ワード（16ビット）で構成されていますが、本設定の場合上位８ビット
（上位バイト）と下位８ビット（下位バイト）のデータが逆になりますので御注意ください。

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWrn

  RWrn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWwn

  RWwn+1

PLC

TT

112 
113 
114 
115 
116 
117 
118 
119 
120 
121 
122 
123 
124 
125 
126 
127 
128 
129 
130 
131 
132

（入力） 
ポートNo.

412 
413 
414 
415 
416 
417 
418 
419 
420 
421 
422 
423 
424 
425 
426 
427 
428 
429 
430 
431 
432 
433

（出力） 
ポートNo.

 
局番号 
N

 
局番号 
N＋1

b.  Ⅰ/Oパラメータ No.120の設定が“０”の場合

参考

例
PLC→TT PLC

TT

レジスタＤ100
15 14 13

F 0 8 1

12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ ● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● 

データ 

ポート№112～127
127 126 125

8 1 F 0

124 123 122 121 120 119 118 117 116 115 114 113 112
● ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ● ● ● ● ● ◯ ◯ ◯ ◯ 

データ 
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4.7 CSPファイル
GX Configurator-CC（三菱電機株式会社製）をご使用になる場合、CSPファイルが必要な場合には
以下の当社ホームページよりダウンロードしてご使用ください。

ホームページ　http://www.iai-robot.co.jp

TTのⅠ/OパラメータNo.14および15で設定する使用ポート数（Ⅰ/O点数）により、使用するCSPフ
ァイルが異なります。

マスター局へのリモート局（TT）情報の設定方法は、マスター局、搭載されるPLCおよび、
周辺装置の取扱説明書に従って行ってください。

ファイル名 内　　　　容 TT使用ポート数（Ⅰ/O点数）

HMS-ABS-CCL_1.csp 1リモートデバイス（1局）用 各96点以下の場合

HMS-ABS-CCL_2.csp 2リモートデバイス（2局）用 各112点以上192点以下の場合

HMS-ABS-CCL_3.csp 3リモートデバイス（3局）用 各208点以上256点以下の場合
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4.8 トラブルシューティング
CC-Linkにトラブルが発生した場合、以下の表により動作状態を確認してください。

ERR LEDの点灯または点滅、または通信中の緑のLEDの異常消灯の場合は、電源および通信ケー
ブルの接続、ロータリスイッチの設定、パラメータ設定等を確認（再設定）の後、コントローラ本
体の電源を再投入してみてください。

○：点灯　●：消灯　◎点滅

RUN ERR SD RD
動　　作（緑） （赤） （緑） （緑）

○ ◎ ◎ ○ 正常交信しているが、ノイズでCRCエラーが時々発生している。

○ 0.4s◎ ◎ ○

○ ◎ ◎ ● （ありえない状態）

○ ◎ ● ○ 受信データがCRCエラーとなり、応答できない。

○ ◎ ● ● （ありえない状態）

○ ● ◎ ○ 正常交信

○ ● ◎ ● （ありえない状態）

○ ● ● ○ 自局宛データがこない。

○ ● ● ● （ありえない状態）

● ◎ ◎ ○ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がCRCエラー。

● ◎ ◎ ● （ありえない状態）

● ◎ ● ○ 自局宛データがCRCエラー。

● ◎ ● ● （ありえない状態）

● ● ◎ ○ リンク起動されていない

● ● ◎ ● （ありえない状態）

● ● ● ○ 自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可。

● ● ● ● 断線等データを受信できない。電源断またはＨ／Ｗセット中。

● ○ ● ○ ボーレート、局番設定不正

● ○ ● ● ボーレート、局番設定不正

リセット解除のボーレート・局番設定からボーレートまたは局番

が変化した。

※CRC：Cyclic Redundancy check
同期式伝送の場合に多く使用されるデータ誤り検出方式

（※）

（※）

（※）

（※）
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5. RCS-CおよびE-Con

5.1 型式
CC-Link対応のRCS-CおよびE-Conを以下に示します。

（1）RCS-C

型式：RCS-C- -□□-CC-□-□-□

Ⅰ/O点数：専用入力8点、専用出力10点

（2）E-Con

型式：Econ-□- -CC-□-□-□

Ⅰ/O点数：専用入力10点／専用出力12点

24Vタイプ 100V・200Vタイプ

×１０ 

×１ 
ＳＡ 

ＢＲ 

ＲＵＮ ＳＤ 

ＥＲＲ 

ＲＤ 

ＳＡ 

ＣＣ 

ＳＬＤ 

ＤＡ 

ＤＢ 

ＤＧ 

ＦＧ 

Ｌｉｎｋ 

ＤＢ 

ＳＬＤ 

Ｌｉｎｋ ＣＣ 

×１ 
ＳＡ 

ＢＲ 

×１０ 

ＥＲＲ 

ＳＤ 

ＲＤ 

ＳＡ 

ＦＧ 

ＤＧ 

ＤＡ 

ＲＵＮ 
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5.2 CC-Linkインタフェース

（1）各部の名称

通信速度設定 
ロータリスイッチ 

局番設定 
ロータリスイッチ 

モニタ用LED

CC-Link通信コネクタ 

RD

ERR

DA

DB

DG

SLD

FG

RUN SD

SA
×10

SA
×1

BR

-LinkCC
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（2）ロータリスイッチ

ロータリスイッチでは

a.  局番の設定

b.  通信速度の設定

を行うことができます。

a.   局番設定

CC-LinkではリモートⅠ/O局だけの場合最大64台まで接続が可能です。

２つのロータリスイッチにより1～64の間で局番の設定をします。

SA×10 ・・・・・10の位を設定します。

SA×1 ・・・・・１の位を設定します。

（例）局番を12に設定する場合
ロータリスイッチ　SA×10 を 1
ロータリスイッチ　SA×1 を 2
に設定します。

（注）PLCのCC-Link先頭入出力アドレスは、マスタユニットの装着位置と、その前と装着されてい
るユニットの入出力占有点数により決まります。
この先頭入出力アドレスを頭に局番号順にPLC内の入出アドレスが割付けられます。
なお、局番設定とPLC内の入出力アドレス設定の詳細はマスタユニットおよび搭載されるPLC
の取扱説明書をご参照ください。

ロータリスイッチ 局　　番

選択番号 SA×10 SA×1

0 0 0

1 10 1

2 20 2

3 30 3

4 40 4

5 50 5

6 60 6

7 － 7

8 － 8

9 － 9
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（3）モニタ用LEDの表示

ボード前面に設けられた４つのLEDによってボードの動作状態やネットワークの状態を知ることが
できます。

b.   通信速度の設定

通信速度はロータリスイッチBRによって行います。

ロータリスイッチ
通信速度

選択番号

0 156kbps

1 625kbps

2 2.5Mbps

3 5Mbps

4 10Mbps

5以上設定禁止 エラー

LED 色 表示状態 表示内容（表示の意味）

RUN 緑 点灯 通信開始で点灯、一定時間通信が途切れると消灯

SD 緑 点灯 データ送信中点灯

RD 緑 点灯 データ受信中点灯

ERR 赤 点灯 自局宛受信データが異常

点滅 通信中に通信速度設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
通信中に、局番設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
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5.3 入出力（Ⅰ/O）
RCS-CおよびE-Conの各々の入出力は、

（1）RCS-C 専用入力８点 専用出力11点

（2）E-Con 専用入力10点 専用出力13点

となり、その内容は以下の通りです。

各信号の詳細内容は「RCSシリーズロボシリンダコントローラRCS-C
タイプ取扱説明書」および「E-Conコントローラ取扱説明書」をご
参照ください。

（1）RCS-C信号割付

＊は常時ON信号です。

（注1）主電源100V/200V仕様のコントローラだけ対応しています。
DC24V仕様の場合は、ON/OFFは不定です。

（注2）未使用領域は、ON/OFFは不定です。

入力ポートNo. 信号名 出力ポートNo. 信号名

0 指令ポジション1 0 完了ポジション1

1 〃　　　2 1 〃　　　2

2 〃　　　4 2 〃　　　4

3 〃　　　8 3 〃　　　8

4 スタート 4 位置決め完了

5 リセット 5 原点復帰完了

6 サーボON 6 ゾーン

7 ＊一時停止 7 ＊アラーム

8 未使用 8 ＊非常停止

9 〃 9 移動中

10 〃 10 ＊バッテリアラーム（注1）

11 〃 11 未使用 （注2）

12 〃 12 〃

13 〃 13 〃

14 〃 14 〃

15 〃 15 〃

（ ）
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（2）E-Con信号割付

＊は常時ON信号です。

（注1）インクリメンタルエンコーダの場合は、ON/OFFは不定です。
（注2）未使用領域は、ON/OFFは不定です。

入力ポートNo. 信号名 出力ポートNo. 信号名

0 指令ポジション1 0 完了ポジション1

1 〃　　　2 1 〃　　　2

2 〃　　　4 2 〃　　　4

3 〃　　　8 3 〃　　　8

4 〃　　　16 4 〃　　　16

5 〃　　　32 5 〃　　　32

6 未使用 6 未使用 （注2）

7 〃　 7 〃

8 スタート 8 位置決め完了

9 リセット 9 原点復帰完了

10 サーボON 10 ゾーン

11 ＊一時停止 11 ＊アラーム

12 未使用 12 ＊非常停止

13 〃 13 移動中

14 〃 14 ＊バッテリアラーム（注1）

15 〃 15 未使用 （注2）
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Xnn/Ynn+1は局番Nに対応するPLC内のアドレスです。
PLCでは１局あたり２ワード（32点）で処理されていますので、PLCのリモート入出力
（RX／RY）のアドレス設定はXnn／Ynn+1と設定します。（「9. マスタ局との交信」をご参照
ください。）

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

  Xnn
（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

10
 

11
 

12
 

13
 

14
 

15
 

  Ynn+1

PLC

 
E-Con

0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

入力ポートNo.
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
9 
10 
11 
12 
13 
14 
15

出力ポートNo.

 
局番 
N

RCS-CおよびE-Conとも、PLC内でのビットアドレスはロータリスイッチで設定した局番と
PLCのパラメータで設定する局番と対応するリモート入出力アドレスに入出力が各々番号順
に割付けられます。

参考
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5.4 トラブルシューティング
CC-Linkトラブルが発生した場合、以下の表により、動作状態を確認し原因を取り除いてください。

ERR LEDの点灯または点滅、または通信中の緑のLEDの異常消灯の場合は、電源および通信ケー
ブルの接続、ロータリスイッチの設定等を確認（再設定）の後、コントローラ本体の電源を再投入
してみてください。

○：点灯　●：消灯　◎点滅

RUN ERR SD RD
動　　作（緑） （赤） （緑） （緑）

○ ◎ ◎ ○ 正常交信しているが、ノイズでCRCエラーが時々発生している。

○ 0.5S◎ ◎ ○ 正常交信しているがボーレート・局番設定スイッチの故障

○ ◎ ◎ ● （ありえない状態）

○ ◎ ● ○ 受信データがCRCエラーとなり、応答できない。

○ ◎ ● ● （ありえない状態）

○ ● ◎ ○ 正常交信

○ ● ◎ ● （ありえない状態）

○ ● ● ○ 自局宛データがこない。

○ ● ● ● （ありえない状態）

● ◎ ◎ ○ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がCRCエラー

● ◎ ◎ ● （ありえない状態）

● ◎ ● ○ 自局宛データがCRCエラー

● ◎ ● ● （ありえない状態）

● ● ◎ ○ リンク起動されていない

● ● ◎ ● （ありえない状態）

● ● ● ○

● ● ● ● 断線等データを受信できない。

● ○ ● ○、● ボーレート、局番設定不正

● ● ● ● 電源断　リモート局電源部故障

自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可。（マスタ
から送信されてくるデータ量不足）

※CRC：Cyclic Redundancy check
同期式伝送の場合に多く使用されるデータ誤り検出方式

（※）

（※）

（※）

（※）
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6. SCON

6.1 型式
CC-Link対応SCONを以下に示します。

SCON

型式：SCON-C-□□-CC-□-□

Ⅰ/O点数：専用入力16点／専用出力16点

CC-Link 対応 SCON-C を以下に示します。

6. SCON-C

 注意：SCON-CAはリモートデバイス局のため、SCON-C（リモート I/O局）は互換できません。
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6.2 CC-Linkインタフェース

（1）各部の名称

通信速度設定 
ロータリスイッチ 

局番設定 
ロータリスイッチ 

モニタ用LED

CC-Link通信コネクタ 

RD

ERR

DA

DB

DG

SLD

FG

RUN SD

SA
×10

SA
×1

BR

-LinkCC
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（2）ロータリスイッチ

ロータリスイッチでは

a.  局番の設定

b.  通信速度の設定

を行うことができます。

a.   局番設定

CC-LinkではリモートⅠ/O局だけの場合最大64台まで接続が可能です。

２つのロータリスイッチにより1～64の間で局番の設定をします。

SA×10 ・・・・・10の位を設定します。

SA×1 ・・・・・１の位を設定します。

（例）局番を12に設定する場合
ロータリスイッチ　SA×10 を 1
ロータリスイッチ　SA×1 を 2
に設定します。

（注）PLCのCC-Link先頭入出力アドレスは、マスタユニットの装着位置と、その前と装着されてい
るユニットの入出力占有点数により決まります。
この先頭入出力アドレスを頭に局番号順にPLC内の入出アドレスが割付けられます。
なお、局番設定とPLC内の入出力アドレス設定の詳細はマスタユニットおよび搭載されるPLC
の取扱説明書をご参照ください。

ロータリスイッチ 局　　番

選択番号 SA×10 SA×1

0 0 0

1 10 1

2 20 2

3 30 3

4 40 4

5 50 5

6 60 6

7 － 7

8 － 8

9 － 9
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（3）モニタ用LEDの表示

ボード前面に設けられた４つのLEDによってボードの動作状態やネットワークの状態を知ることが
できます。

b.   通信速度の設定

通信速度はロータリスイッチBRによって行います。

ロータリスイッチ
通信速度

選択番号

0 156kbps

1 625kbps

2 2.5Mbps

3 5Mbps

4 10Mbps

5以上設定禁止 エラー

LED 色 表示状態 表示内容（表示の意味）

RUN 緑 点灯 通信開始で点灯、一定時間通信が途切れると消灯

SD 緑 点灯 データ送信中点灯

RD 緑 点灯 データ受信中点灯

ERR 赤 点灯 自局宛受信データが異常

点滅 通信中に通信速度設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
通信中に、局番設定用ロータリスイッチの設定を変えた。
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6.3 入出力信号割付
SCONの入出力は、

専用入力16点 専用出力16点
で、その内容は以下の通りです。
SCONのパラメータNo.25（PIOパターン選択）の設定により6パターンあります。
尚、各信号の詳細内容はSCONコントローラの取扱説明書をご覧ください。

＊は正常時ON信号です。
“使用できません”と表記されている信号は制御していません。（ON／OFFは不定です）
バッテリアラームはインクリメンタルエンコーダの場合にはON（固定）です。

パラメータNo.25の設定
位置決めモード（標準） 教示モード（教示タイプ）256点モード（256点タイプ）

0 1 2

区分
ポート

信号名称 記号 信号名称 記号 信号名称 記号番号
0
1
2
3
4
5

6

7
入力 8

9
10
11
12

13

14
15
0
1
2
3
4
5
6
7

出力
8
9
10

11

12
13
14
15

PC1
PC2

指令ポジション番号
PC4
PC8
PC16
PC32

─
使用できません ─

─
ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2

完了ポジション番号
PM4
PM8
PM16
PM32

移動中信号 MOVE
ゾーン1 ZONE1

ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

PC1
PC2

指令ポジション番号
PC4
PC8
PC16
PC32

教示モード指令
MODE（動作モード）

ジョグ／インチング切替 JISL
＋ジョグ JOG＋
─ジョグ JOG─
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート／
CSTR／ポジションデータ
PWRT取込み指令

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2

完了ポジション番号
PM4
PM8
PM16
PM32

移動中信号 MOVE
教示モード信号 MODES
ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号／
PEND／ポジションデータ
WEND取込み完了

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

PC1
PC2
PC4
PC8

指令ポジション番号 PC16
PC32

PC64

PC128
使用できません ─
ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR

リセット RES
サーボON指令 SON

PM1
PM2
PM4

完了ポジション番号
PM8
PM16
PM32
PM64
PM128

ポジションゾーン PZONE
運転モード状態 RMDS
原点復帰完了 HEND

位置決め完了信号 PEND

運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM
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＊は正常時ON信号です。
“使用できません”と表記されている信号は制御していません。（ON／OFFは不定です）
バッテリアラームはインクリメンタルエンコーダの場合にはON（固定）です。

パラメータNo.25の設定
512点モード 電磁弁モード1 電磁弁モード2

3 4 5

区分
ポート

信号名称 記号 信号名称 記号 信号名称 記号番号
0
1
2
3
4
5
6

入力
7
8
9
10
11
12
13
14
15
0
1
2
3
4
5
6

出力 7
8
9
10
11
12
13
14
15

PC1
PC2
PC4
PC8

指令ポジション番号 PC16
PC32
PC64
PC128
PC256

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

位置決めスタート CSTR
リセット RES

サーボON指令 SON
PM1
PM2
PM4
PM8

完了ポジション番号 PM16
PM32
PM64
PM128
PM256

運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND
位置決め完了信号 PEND
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

スタートポジション0 ST0
スタートポジション1 ST1
スタートポジション2 ST2
スタートポジション3 ST3
スタートポジション4 ST4
スタートポジション5 ST5
スタートポジション6 ST6

使用できません
─
─

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD
原点復帰 HOME
一時停止 ＊STP

使用できません ─
リセット RES

サーボON指令 SON
ポジション完了0 PE0
ポジション完了1 PE1
ポジション完了2 PE2
ポジション完了3 PE3
ポジション完了4 PE4
ポジション完了5 PE5
ポジション完了6 PE6
ゾーン1 ZONE1

ポジションゾーン PZONE
運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND
位置決め完了信号 PEND
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM

スタートポジション0 ST0
スタートポジション1 ST1
スタートポジション2 ST2

─
─

使用できません
─
─
─
─

ブレーキ強制解除 BKRL
運転モード RMOD

─
使用できません ─

─
リセット RES

サーボON指令 SON
後退端移動指令0 LS0
後退端移動指令1 LS1
後退端移動指令2 LS2

─

使用できません ─
─
─

ゾーン1 ZONE1
ポジションゾーン PZONE
運転モード出力 RMDS
原点復帰完了 HEND
使用できません ─
運転準備完了 SV
非常停止 ＊EMGS
アラーム ＊ALM

バッテリアラーム ＊BALM
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6.4 CC-Linkアドレス割付
SCONはリモートⅠ/O局1局占有（入出力とも各2ワード）です。

SCONの入出力ポートをマスタ局のどの局番に割付けるかは、SCONの局番設定用ロータリ
スイッチで設定します。また、マスタ局バッファメモリをPLC-CPUのどの内部デバイスお
よびアドレスに割付けるかは、PLCのネットワークパラメータで設定します。（デバイス名
と先頭アドレス）

SCONの入出力ポートは、設定された局番のマスタ局バッファメモリに割付けられ、ポート
No.の小さい方から順番にバッファメモリのビットアドレスの小さい方から割付けられます。

CC-Link

SCON リモートⅠ/O局（1局占有） 局番 N

局番N

リモート入力（RX）

ポート番号

出力

入力

マスタ局バッファメモリ

1
2

3

（

RXnF ～ RXn0
RX（n＋1）F ～RX（n＋1）0

局番N

リモート出力（RY）

1
2

3 （RYnF ～ RYn0
RY（n＋1）F ～RY（n＋1）0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

PLCマスタ局のリモート入出力（RX／RY）の
アドレスRXn＊、RYn＊は局番Nに対応するア
ドレスです。
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内部デバイス

内部デバイス

PLC-CPU SCON リモートⅠ/O局（1局占有）

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

局番1

局番2

局番3

局番64

局番1

局番2

局番3

局番64

リモート入力（RX） 出力ポートNo.

マスタ局バッファメモリ

0E0H
0E1H
0E2H
0E3H
0E4H
0E5H

15FH

1
2

3
1
2

3
1
2

3
1
2

3
1
2

3

〜〜

〜

X＊＊　～　X＊＊

Y＊＊　～　Y＊＊ 0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

（リモート出力RY） 入力ポートNo.

160H
161H
162H
163H
164H
165H

1DFH

1
2

3
1
2

3
1
2

3

〜

〜

〜

CC-Link

下図は局番3に設定した場合で、入力ポート0はRY50、入力ポート15はRY5F、出力ポート0
はRX40、出力ポート15はRX4Fとなります。

RX0F ～　RX00
RX1F ～　RX10
RX2F ～　RX20
RX3F ～　RX30
RX4F ～　RX40
RX5F ～　RX50

RX7FF ～ RX7F0

RY0F ～　RY00
RY1F ～　RY10
RY2F ～　RY20
RY3F ～　RY30
RY4F ～　RY40
RY5F ～　RY50

RY7FF ～ RY7F0
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6.5 トラブルシューティング
CC-Linkトラブルが発生した場合、以下の表により、動作状態を確認し原因を取り除いてください。

ERR LEDの点灯または点滅、または通信中の緑のLEDの異常消灯の場合は、電源および通信ケー
ブルの接続、ロータリスイッチの設定等を確認（再設定）の後、コントローラ本体の電源を再投入
してみてください。

○：点灯　●：消灯　◎点滅

RUN ERR SD RD
動　　作（緑） （赤） （緑） （緑）

○ ◎ ◎ ○ 正常交信しているが、ノイズでCRCエラーが時々発生している。

○ 0.5S◎ ◎ ○ 正常交信しているがボーレート・局番設定スイッチの故障

○ ◎ ◎ ● （ありえない状態）

○ ◎ ● ○ 受信データがCRCエラーとなり、応答できない。

○ ◎ ● ● （ありえない状態）

○ ● ◎ ○ 正常交信

○ ● ◎ ● （ありえない状態）

○ ● ● ○ 自局宛データがこない。

○ ● ● ● （ありえない状態）

● ◎ ◎ ○ ポーリング応答はしているが、リフレッシュ受信がCRCエラー

● ◎ ◎ ● （ありえない状態）

● ◎ ● ○ 自局宛データがCRCエラー

● ◎ ● ● （ありえない状態）

● ● ◎ ○ リンク起動されていない

● ● ◎ ● （ありえない状態）

● ● ● ○

● ● ● ● 断線等データを受信できない。

● ○ ● ○、● ボーレート、局番設定不正

● ● ● ● 電源断　リモート局電源部故障

自局宛データが無いか、ノイズにより自局宛を受信不可。（マスタ
から送信されてくるデータ量不足）

※CRC：Cyclic Redundancy check
同期式伝送の場合に多く使用されるデータ誤り検出方式

（※）

（※）

（※）

（※）
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7. ASEL、PSEL、SSEL
ASEL、PSEL、SSELのCC-Link対応には、次のタイプがあります。

リモートデバイス局・・・・・入出力点数＝MAX．各256点

7.1 型式

7.1.1 ASEL、PSEL
CC-Link対応のASELおよびPSELの型式は、各々以下のように表されています。

1軸用

ASEL-C-1-□-CC-□

PSEL-C-1-□-CC-□

2軸用

ASEL-C-2-□-CC-□

PSEL-C-2-□-CC-□

外観図

ステータスLED

CC-Link 
通信コネクタ 

シリーズ名の印字 
・ASEL 
・PSEL

前面パネルの色 
・ASEL：ダークブルー 
・PSEL：ダークグリーン 
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7.1.2 SSEL
CC-Link対応のSSELの型式は、以下のように表されています。

1軸用

SSEL-C-1-□-CC-□

2軸用

SSEL-C-2-□-CC-□

外観図

ステータスLED

CC-Link 
通信コネクタ 

シリーズ名の印字 

前面パネルの色 
ダークグレー 
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7.2 CC-Linkインタフェース

（1）各部の名称

（2）ステータスLEDの表示

コントローラ前面に設けられた2つのLEDによってCC-Linkボードの動作状態やネットワークの状態
を知ることができます。

STATUS 0 LED：CC-Link通信状態表示

STATUS 1 LED：CC-Link通信設定異常・通信異常の表示

（注）電源投入時、STATUS1のLEDが点灯しますが、異常ではありません。

CC-Linkの通信設定が正常に行われると、STATUS1は消灯します。

ステータスLED

CC-Link通信コネクタ 

●ASEL、PSEL ●SSEL

LED 色 表示状態 表示内容

STATUS1 橙 点灯 エラー発生

CRCエラー／局番設定エラー／ボーレート設定エラー

消灯 正常交信、リセット中

点滅 リセット解除時の局番設定及びボーレート設定値から値が変化
（0.4sec点滅）

STATUS0 緑 点灯 ネットワーク加入後のリフレッシュ＆ポーリング正常受信叉はリ
フレッシュ正常受信

消灯 ネットワークに加入前／チャンネルのキャリア検出異常

タイムオーバー／リセット中

点滅 －
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7.3 Ⅰ/Oパラメータの設定
CC-Linkで使用するASEL、PSEL、SSELの局番、通信速度、入出力ポート等を設定してください。

（1）ネットワーク種別設定

Ⅰ/OパラメータNo.225「ネットワークⅠ/Fモジュールコントロール」は出荷時に1H（CC-Link）に
設定されています。（設定は不要です）

（2）局番設定

Ⅰ/OパラメータNo.226「ネットワークⅠ/Fモジュール通信属性1」に局番を設定してください。設
定範囲は1～64です。（出荷時設定：1）

（注）占有局のいずれかが、0または65以上の局番に設定された場合、「D75：フィールドバスパラ
メータエラー」が発生します。

（3）通信速度設定

Ⅰ/OパラメータNo.227「ネットワークⅠ/Fモジュール通信属性2」のビット0-3に通信速度を設定し
てください。設定範囲は0～4Hです。

（注）通信速度はマスタ局の設定に合わせてください。

Ⅰ/Oパラメータ
通信速度［bps］No.227設定値

0 156K

1 625K

2 2.5M

3 5M

4 10M
（出荷時設定）
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（4）入出力ポートの割付け

次のⅠ/OパラメータにCC-Linkシステム上で使用するASEL、PSEL、SSELの物理入出力ポート数、
ポート割付けの設定をしてください。
No.1  「入出力ポート割付種別」
No.14「ネットワークⅠ/Fモジュールリモート入力使用ポート数」
No.15「ネットワークⅠ/Fモジュールリモート出力使用ポート数」
No.16「ネットワークⅠ/Fモジュール固定割付時入力ポート開始No.」
No.17「ネットワークⅠ/Fモジュール固定割付時出力ポート開始No.」

詳細は次頁のASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表をご覧ください。

（注）ASEL、PSEL、SSELコントローラではCC-Linkモジュール使用時、次のⅠ/Oパラメータは無
効です。
設定を行っても、CC-Linkの使用ポート数、割付ポートNo.等には影響ありません。
No.2  「標準Ⅰ/O固定割付時入力ポート開始No.（Ⅰ/O1）」
No.3  「標準Ⅰ/O固定割付時出力ポート開始No.（Ⅰ/O1）」
No.10「標準Ⅰ/O異常監視」

（5）ネットワーク異常監視

Ⅰ/OパラメータNo.18「ネットワークⅠ/Fモジュール異常監視」に非監視／監視を設定します。異
常確認時間はⅠ/OパラメータNo.120「ネットワーク属性1」のビット4-11に設定します。
パラメータNo.120で設定した時間以上にネットワークリンク異常が継続した場合にシステムエラ
ーになります。
詳細は次頁のASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表をご覧ください。

6
4

7
4

8
7.4項参考
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No パラメータ名称
出荷時

入力範囲 備考設定値

1 入出力ポート割付種別 0 0～20
0：固定割付
1：自動割付

14
ネットワークⅠ/Fモジュール

128 0～256 8の倍数リモート入力使用ポート数

15
ネットワークⅠ/Fモジュール

128 0～256 8の倍数リモート出力使用ポート数

16
ネットワークⅠ/Fモジュール

0 －1～599
０＋（8の倍数）

固定割付時入力ポート開始No. （マイナス時無効）

17
ネットワークⅠ/Fモジュール

300 －1～599
300＋（8の倍数）

固定割付時出力ポート開始No. （マイナス時無効）

ネットワークⅠ/Fモジュール18
異常監視

1 0～5

120 ネットワーク属性1 1H
0H～

FFFFFFFFH

225
ネットワークⅠ/Fモジュール

1H 参照専用コントロール

ネットワークⅠ/Fモジュール226
通信属性1

1 0～999

227
ネットワークⅠ/Fモジュール

4H
0H～

通信属性2 FFFFFFFFH

0：非監視　1：監視
※ネットワークリンク異常状態が
ネットワークリンク異常確認タ
イマ値以上継続時、システムエ
ラーになります（Ⅰ/Oパラメー
タNo.120参照）。
※一部例外有り
ビット0-3：システム予約
ビット4-11：ネットワークリンク
異常確認タイマ値（設定単位10
msec）
IOパラメータNo.18＝1時のみ有効。
（例）設定値（ビット4-11）05Hの

場合、タイマ時間は10ms×
5＝50msとなります。
また、設定値0Hの場合は、
ネットワークリンク異常発
生で即時システムエラーに
なります。

ビット0-3：ネットワークⅠ/Fモジ
ュール種別
（0：未実装、1：CC-Linkモジュー
ル、2：DeviceNetモジュール）
ネットワークI/Fモジュールノード
アドレス
※CC-Linkモジュール時：１～64
ビット0-3：ネットワークⅠ/Fモジ
ュールボーレート種別
※CC-Linkモジュール時：
（0：156Kbps、1：625Kbps、
2：2.5Mbps、3：5Mbps、
4：10Mbps）

ASEL、PSEL、SSELネットワーク関係Ⅰ/Oパラメータ一覧表
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7.4 Ⅰ/OポートNo.とPLCアドレスの対応
PLCでは、ASEL、PSEL、SSELのCC-Linkボードはリモートデバイス局として設定します。

ASEL、PSEL、SSEL側のⅠ/O点数の設定に応じて占有するリモートデバイスの局数が変化します。

以下の表は、プログラムモード時、Ⅰ/OパラメータNo.1＝0、No.16＝0、No.17＝300の例です。Ⅰ
/OパラメータNo.14、15の設定によるⅠ/OポートNo.とPLCのアドレスの関係を示したものです。占
有リモートⅠ/Oの最後の1ワードはリモートデバイス局のシステム領域となりますので、対応する
ポートはⅠ/Oとして使用できません。

（注）Ⅰ/OパラメータのNo.14及びNo.15は、多い点数の方に合わせ同一の点数を設定してください。

（1）Ⅰ/O点数の設定が96点までの場合　

1リモートデバイスとして構成されます。（1局占有）

Ⅰ/Oパラメータ
PLC側 PLC側

No.14 No.15
１６ １６ ０００～０１５ ＲＹ　 ０～ Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～ Ｆ
３２ ３２ ０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
４８ ４８ ０３２～０４７ ＲＷｗ０ ３３２～３４７ ＲＷｒ０
６４ ６４ ０４８～０６３ ＲＷｗ１ ３４８～３６３ ＲＷｒ１
８０ ８０ ０６４～０７９ ＲＷｗ２ ３６４～３７９ ＲＷｒ２
９６ ９６ ０８０～０９５ ＲＷｗ３ ３８０～３９５ ＲＷｒ３

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

Ⅰ/Oパラメータ
PLC側 PLC側

No.14 No.15
（１６）（１６） ０００～０１５ ＲＹ　０～Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～Ｆ
（３２）（３２） ０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
（４８）（４８） ０３２～０４７ ＲＹ　２０～２Ｆ ３３２～３４７ ＲＸ　２０～２Ｆ
（６４）（６４） ０４８～０６３ ＲＹ　３０～３Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　３０～３Ｆ
（８０）（８０） ０６４～０７９ ＲＷｗ０ ３６４～３７９ ＲＷｒ０
（９６）（９６） ０８０～０９５ ＲＷｗ１ ３８０～３９５ ＲＷｒ１
１１２ １１２ ０９６～１１１ ＲＷｗ２ ３９６～４１１ ＲＷｒ２
１２８ １２８ １１２～１２７ ＲＷｗ３ ４１２～４２７ ＲＷｒ３
１４４ １４４ １２８～１４３ ＲＷｗ４ ４２８～４４３ ＲＷｒ４
１６０ １６０ １４４～１５９ ＲＷｗ５ ４４４～４５９ ＲＷｒ５
１７６ １７６ １６０～１７５ ＲＷｗ６ ４６０～４７５ ＲＷｒ６
１９２ １９２ １７６～１９１ ＲＷｗ７ ４７６～４９１ ＲＷｒ７

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

（2）Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合

2リモートデバイスとして構成されます。（2局占有）

ASEL、PSEL、
SSEL側DⅠ
（ポートNo.）

ASEL、PSEL、
SSEL側DO
（ポートNo.）

ASEL、PSEL、
SSEL側DⅠ
（ポートNo.）

ASEL、PSEL、
SSEL側DO
（ポートNo.）

107

CC-Link

7.

A
S
E
L
、
P
S
E
L
、
S
S
E
L



CC-Link

100

Ⅰ/Oパラメータ
PLC側 PLC側

No.14 No.15
０００～０１５ ＲＹ　 ０～　Ｆ ３００～３１５ ＲＸ　 ０～ Ｆ
０１６～０３１ ＲＹ　１０～１Ｆ ３１６～３３１ ＲＸ　１０～１Ｆ
０３２～０４７ ＲＹ　２０～２Ｆ ３３２～３４７ ＲＸ　２０～２Ｆ
０４８～０６３ ＲＹ　３０～３Ｆ ３４８～３６３ ＲＸ　３０～３Ｆ
０６４～０７９ ＲＹ　４０～４Ｆ ３６４～３７９ ＲＸ　４０～４Ｆ
０８０～０９５ ＲＹ　５０～５Ｆ ３８０～３９５ ＲＸ　５０～５Ｆ
０９６～１１１ ＲＷｗ０ ３９６～４１１ ＲＷｒ０
１１２～１２７ ＲＷｗ１ ４１２～４２７ ＲＷｒ１
１２８～１４３ ＲＷｗ２ ４２８～４４３ ＲＷｒ２
１４４～１５９ ＲＷｗ３ ４４４～４５９ ＲＷｒ３
１６０～１７５ ＲＷｗ４ ４６０～４７５ ＲＷｒ４
１７６～１９１ ＲＷｗ５ ４７６～４９１ ＲＷｒ５

２０８ ２０８ １９２～２０７ ＲＷｗ６ ４９２～５０７ ＲＷｒ６
２２４ ２２４ ２０８～２２３ ＲＷｗ７ ５０８～５２３ ＲＷｒ７
２４０ ２４０ ２２４～２３９ ＲＷｗ８ ５２４～５３９ ＲＷｒ８
２５６ ２５６ ２４０～２５５ ＲＷｗ９ ５４０～５５５ ＲＷｒ９
設定不可 － ＲＷｗＡ － ＲＷｒＡ
設定不可 － ＲＷｗＢ － ＲＷｒＢ

※ は、PLC側でリモートデバイス局のシステム領域となっていますので、Ⅰ/Oとしての
使用はできません。

※ 3局占有の場合、PLC側のデータレジスタは入出力各12ワード（ASEL、PSEL、SSELは10ワー
ド）が割付けられます。PLC側のデータレジスタの重複使用にご注意ください。

（3）Ⅰ/O点数の設定が208点以上256点までの場合

3リモートデバイスとして構成されます。（3局占有）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）

（１６）
（３２）
（４８）
（６４）
（８０）
（９６）
（１１２）
（１２８）
（１４４）
（１６０）
（１７６）
（１９２）

ASEL、PSEL、
SSEL側DⅠ

ASEL、PSEL、
SSEL側DO

108

CC-Link

7.

A
S
E
L
、
P
S
E
L
、
S
S
E
L



CC-Link

101

（4）ポジショナモードで使用する場合

Ⅰ/OパラメータNo.1、No.16、No.17の設定に関係なく、物理入力ポートはNo.0から、物理出力ポー
トはNo.300から割付けられます。

そして、次頁からの各コントローラの入出力ポート表のように入力ポートNo.0～No.23、出力ポー
トNo.300～No.307を使用します。

この時、Ⅰ/OパラメータNo.14およびNo.15の設定は必ず104以上にしてください。

※Ⅰ/OパラメータNo.14、No.15の設定が96以下の場合（1）項のように入力ポートNo.16～No.31、
出力ポートNo.316～No.331がリモートデバイス局のシステム領域となるため、ポジショナモード
の使用はできません。

※Ⅰ/OパラメータNo.14、No.15の設定が104以上の場合（2）、（3）項のように入力ポートNo.16～
No.23はリモートデバイス局のシステム領域とはならないため、ポジショナモードを使用するこ
とができます。
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ －

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ －

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） －

20 － 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） －

21 － 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） －

22 － 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm） －

23 エラーリセット エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー 2軸目サーボON アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー

ASELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

入力

出力
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ －

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ －

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） －

20 － 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） －

21 － 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） －

22 － 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm） －

23 エラーリセット エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 － － 2軸目サーボON － －

PSELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

入力

出力
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区分
ポート ポジショナモード

No. 標準モード 品種切替モード 2軸独立モード ティーチモード DC-S-C1互換モード

16 ポジション入力10 入力10 ポジション入力7 1軸目ジョグ－ ポジションNo.1000入力

17 ポジション入力11 入力11 ポジション入力8 2軸目ジョグ＋ ポジションNo.2000入力

18 ポジション入力12 入力12 ポジション入力9 2軸目ジョグ－ ポジションNo.4000入力

19 ポジション入力13 入力13 ポジション入力10 インチング（0.01mm） ポジションNo.8000入力

20 ポジション入力14 入力14 ポジション入力11 インチング（0.1mm） ポジションNo.10000入力

21 ポジション入力15 入力15 ポジション入力12 インチング（0.5mm） ポジションNo.20000入力

22 ポジション入力16 入力16 ポジション入力13 インチング（1mm） ポジションNo.40000入力

23 エラーリセット エラーリセット エラーリセット エラーリセット CPUリセット

0 スタート スタート 1軸目スタート スタート スタート

1 原点復帰 原点復帰 原点復帰 サーボON 一時停止

2 サーボON サーボON 1軸目サーボON ＊一時停止 キャンセル

3 押付け 押付け ＊1軸目一時停止 ポジション入力1 補間設定

4 ＊一時停止 ＊一時停止 ＊1軸目キャンセル ポジション入力2 ポジションNo.1入力

5 ＊キャンセル ＊キャンセル 2軸目スタート ポジション入力3 ポジションNo.2入力

6 補間 補間 2軸目原点復帰 ポジション入力4 ポジションNo.4入力

7 ポジション入力1 入力1 2軸目サーボON ポジション入力5 ポジションNo.8入力

8 ポジション入力2 入力2 ＊2軸目一時停止 ポジション入力6 ポジションNo.10入力

9 ポジション入力3 入力3 ＊2軸目キャンセル ポジション入力7 ポジションNo.20入力

10 ポジション入力4 入力4 ポジション入力1 ポジション入力8 ポジションNo.40入力

11 ポジション入力5 入力5 ポジション入力2 ポジション入力9 ポジションNo.80入力

12 ポジション入力6 入力6 ポジション入力3 ポジション入力10 ポジションNo.100入力

13 ポジション入力7 入力7 ポジション入力4 ポジション入力11 ポジションNo.200入力

14 ポジション入力8 入力8 ポジション入力5 ティーチモード指定 ポジションNo.400入力

15 ポジション入力9 入力9 ポジション入力6 1軸目ジョグ＋ ポジションNo.800入力

300 ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム ＊アラーム アラーム

301 レディ レディ レディ レディ レディ

302 位置決め完了 位置決め完了 1軸目位置決め完了 位置決め完了 位置決め完了

303 原点復帰完了 原点復帰完了 1軸目原点復帰完了 原点復帰完了 －

304 サーボON出力 サーボON出力 1軸目サーボON サーボON出力 －

305 押付け完了 押付け完了 2軸目位置決め完了 －

306 システムバッテリエラー システムバッテリエラー 2軸目原点復帰完了 システムバッテリエラー システムバッテリエラー

307 アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー 2軸目サーボON アブソバッテリエラー アブソバッテリエラー

SSELポジショナモード入出力ポート表

＊：B接点

入力

出力
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Xnn/Ynnは局番号に対応するPLC内のリモート入出力アドレスです。

PLCのリモート入出力（RX／RY）のアドレス設定はXnn／Ynnと設定します。（「9. マスタ
局との交信」をご参照ください。）

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RXnn

  RXnn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RYnn

  RYnn+1

PLC

 
ASEL、PSEL、SSEL

000 
001 
002 
003 
004 
005 
006 
007 
008 
009 
010 
011 
012 
013 
014 
015 
016 
017 
018 
019 
020 
 

（入力） 
ポートNo.

300 
301 
302 
303 
304 
305 
306 
307 
308 
309 
310 
311 
312 
313 
314 
315 
316 
317 
318 
319 
320 
321 
 

（出力） 
ポートNo.

■Ⅰ/O点数の設定が112点以上192点までの場合…２局占有

PLC内のアドレスは、設定した局番と、PLCのパラメータで設定する占有局数に対応するリ
モート入出力アドレス及びリモートレジスタにポートNo.順に割付けられます。

（1）リモート入出力

参考
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RWrn/RWwnは局番号Ｎに対応するPLC内のリモートレジスタアドレスです。

（入力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWrn

  RWrn+1

（出力） 

0
 

1
 

2
 

3
 

4
 

5
 

6
 

7
 

8
 

9
 

A
 

B
 

C
 

D
 

E
 

F

  RWwn

  RYwn+1

PLC

 
ASEL、PSEL、SSEL

064 
065 
066 
067 
068 
069 
070 
071 
072 
073 
074 
075 
076 
077 
078 
079 
080 
081 
082 
083 
084 
 

（入力） 
ポートNo.

364 
365 
366 
367 
368 
369 
370 
371 
372 
373 
374 
375 
376 
377 
378 
379 
380 
381 
382 
383 
384 
385

（出力） 
ポートNo.

（2）リモートレジスタ

参考
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7.5 トラブルシューティング
ボート前面のステータスLED（STATUS0／1）により、CC-Linkボードの動作状態やネットワーク
状態を知ることができます。CC-Linkトラブルが発生した場合、7.2項（2）の表により動作状態を
確認し、原因を取り除いてください。
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9. マスタ局との交信
X-SELの入出力ポートアドレスは各ポートの先頭から割付けた場合です。

また、リモートデバイス局（X-SEL）は2局占有で使用する場合の例です。

9.1 リモートⅠ/O
PLC側は1局当り2ワード分使用されます。

局番1用

局番2用

局番3用

局番4用

局番5用

局番6用

局番7用

局番8用

局番9用

バッファアドレス　リモート入力（RX） 出力ポートNo.

マスタ局

RCS-C/E-Con/SCON/X-SEL
リモートⅠ/O局

（局番1：1局占有）

X-SEL
リモートデバイス局
（局番2：2局占有）

E0H
E1H
E2H
E3H
E4H
E5H
E6H
E7H
E8H
E9H
EAH
EBH
ECH
EDH
EEH
EFH
F0H
F1H
F2H

RX     F ～　RX 0
RX   1F ～　RX   10
RX   2F ～　RX   20
RX   3F ～　RX   30
RX   4F ～　RX   40
RX   5F ～　RX   50
RX   6F ～　RX   60
RX   7F ～　RX   70
RX   8F ～　RX   80
RX   9F ～　RX   90
RX   AF ～　RX   A0
RX   BF ～　RX   B0
RX   CF ～　RX   C0
RX   DF ～　RX   D0
RX   EF ～　RX   E0
RX   FD ～　RX   F0
RX 10F ～　RX 100 
RX 11F ～　RX 110 

0 ～ 15

1
2

3
1

2
3

1
2

3

1
2

3

1
2

3

1
2

3
1

2
3

1
2

3
1

2
3

1
2

3
1

2
3

1
2

3
〜 〜

300 ～ 315
316 ～ 331
332 ～ 347

1
2

3

348 ～ 363

出力ポートNo.
※1

※2

※1 X-SEL（リモートⅠ/O局）
の場合
出力ポート：300～315

※2 システム領域のため使用
できません。

局番1用

局番2用

局番3用

局番4用

局番5用

局番6用

局番7用

局番8用

局番9用

バッファアドレス　リモート出力（RY） 入力ポートNo.

マスタ局

160H
161H
162H
163H
164H
165H
166H
167H
168H
169H
16AH
16BH
16CH
16DH
16EH
16FH
160H
171H
172H

RY     F ～　RY 0
RY   1F ～　RY   10
RY   2F ～　RY   20
RY   3F ～　RY   30
RY   4F ～　RY   40
RY   5F ～　RY   50
RY   6F ～　RY   60
RY   7F ～　RY   70
RY   8F ～　RY   80
RY   9F ～　RY   90
RY   AF ～　RY   A0
RY   BF ～　RY   B0
RY   CF ～　RY   C0
RY   DF ～　RY   D0
RY   EF ～　RY   E0
RY   FD ～　RY   F0
RY 10F ～　RY 100 
RY 11F ～　RY 110 

0 ～ 15

1
2

3
1

2
3

1
2

3

1
2

3

1
2

3

1
2

3
1

2
3

1
2

3
1

2
3

1
2

3
1

2
3

1
2

3

〜 〜

000 ～ 015
016 ～ 031
032 ～ 047

1
2

3

048 ～ 063

入力ポートNo.※3

※4

※3 X-SEL（リモートⅠ/O局）
の場合
入力ポート：000～015

※4 システム領域のため使用
できません。

CC-Link

8. マスタ局との交信

8.1 リモート I/O
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9.2 リモートレジスタ

（1）マスタ局←X-SEL（リモートデバイス局）
1局当り4ワ－ド分を使用します。

局番1用

局番2用

局番3用

局番4用

局番5用

局番6用

局番7用

局番8用

バッファアドレス

マスタ局

RCS-C/E-Con/SCON/X-SEL
リモートⅠ/O局

（局番1：1局占有）

X-SEL
リモートデバイス局
（局番2：2局占有）

2E0H
2E1H
2E2H
2E3H
2E4H
2E5H
2E6H
2E7H
2E8H
2E9H
2EAH
2EBH
2ECH
2EDH
2EEH
2EFH
2F0H
2F1H
2F2H
2F3H
2F4H
2F5H
2F6H
2F7H
2F8H
2F9H
2FAH
2FBH
2FCH
2FDH
2FEH
2FFH
300H

RWr 0
RWr 1
RWr 2
RWr 3
RWr 4
RWr 5
RWr 6
RWr 7
RWr 8
RWr 9
RWr A
RWr B
RWr C
RWr D
RWr E
RWr F
RWr 10
RWr 11
RWr 12
RWr 13
RWr 14
RWr 15
RWr 16
RWr 17
RWr 18
RWr 19
RWr 1A
RWr 1B
RWr 1C
RWr 1D
RWr 1E
RWr 1F

1
2

3
1

2
3
1

2
3
1

2
3

1
2

3
1

2
3
1

2
3

1
2

3

1
2

3

〜

364 ～ 379
380 ～ 395
396 ～ 411
412 ～ 427
428 ～ 443
444 ～ 459
460 ～ 475
476 ～ 491

1
2

3

出力ポートNo.

リモートレジスタ
（RWr）

CC-Link

8.2 リモートレジスタ
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（2）マスタ局→X-SEL（リモートデバイス局）
1局当り4ワ－ド分を使用します。

局番1用

局番2用

局番3用

局番4用

局番5用

局番6用

局番7用

局番8用

バッファアドレス

マスタ局

RCS-C/E-Con/SCON/X-SEL
リモートⅠ/O局

（局番1：1局占有）

X-SEL
リモートデバイス局
（局番2：2局占有）

1E0H
1E1H
1E2H
1E3H
1E4H
1E5H
1E6H
1E7H
1E8H
1E9H
1EAH
1EBH
1ECH
1EDH
1EEH
1EFH
1F0H
1F1H
1F2H
1F3H
1F4H
1F5H
1F6H
1F7H
1F8H
1F9H
1FAH
1FBH
1FCH
1FDH
1FEH
1FFH
200H

RWw 0
RWw 1
RWw 2
RWw 3
RWw 4
RWw 5
RWw 6
RWw 7
RWw 8
RWw 9
RWw A
RWw B
RWw C
RWw D
RWw E
RWw F
RWw 10
RWw 11
RWw 12
RWw 13
RWw 14
RWw 15
RWw 16
RWw 17
RWw 18
RWw 19
RWw 1A
RWw 1B
RWw 1C
RWw 1D
RWw 1E
RWw 1F

1
2

3
1

2
3
1

2
3
1

2
3

1
2

3
1

2
3
1

2
3

1
2

3

1
2

3

〜〜

064 ～ 079
080 ～ 095
096 ～ 111
112 ～ 127
128 ～ 143
144 ～ 159
160 ～ 175
176 ～ 191

1
2

3

入力ポートNo.

リモートレジスタ
（RWw）

CC-Link
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10. 共通事項・その他

10.1 通信ケーブル
CC-Linkの通信ケーブルは

CC-Link Ver.1.10対応専用ケーブル

（FANC-SBH、FANC-SB等）

を使用してください。

10.2 通信ケーブルコネクタの接続
通信ケーブルの接続は以下のコネクタ表に従って行ってください。

SLDとFGは内部で接続されています。

通信ケーブルはピンNo.1～4へ接続します。

10.3 終端抵抗
CC-Linkシステムの両端ユニットには終端抵抗を接続する必要があります。

コネクタのDA-DB間に接続します。

X-SEL、ASEL、PSEL、SSEL、RCS-C、E-Con、ACON、PCONおよびSCONの各コントローラ
には終端抵抗が付属されています。

CC-Link専用ケーブルの形名により終端抵抗は異なります。

ケーブルFANC-SBH・・・・・130Ω1/2W（CC-Link専用高性能ケーブル）

ケーブルFANC-SB ・・・・・110Ω1/2W（CC-Link専用ケーブル）

（注）詳細内容についてはマスタユニット側の取扱説明書をご参照ください。

ピンNo. 信号名 用　　　途

1 DA 通信ライン

2 DB 通信ライン

3 DG グランド

4 SLD シールド

5 FG アース
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10.4 X-SELコントローラ調整時の便利な機能
（1）Kタイプコントローラで、標準または拡張Ⅰ/Oボードが装着されている時、Ⅰ/O用DC24V電源

の接続を行わなくても、X-SELを単体で立上げることができます。

（2）CC-Linkボードが装着されている時、ネットワークが確立していなくても、X-SELを単体で立
上げることができます。

いずれの場合もⅠ/OパラメータNo.10～13の当該パラメータの設定を“0：非監視”にしてください。

（注）必要な操作や調整が終ったらパラメータを必ず元に戻してください。戻さないままですと、
このスロットのボードのエラーチェックが行われません。

CC-Link

9.4 X-SEL コントローラ調整時の便利な機能

120

CC-Link

9.

共
通
事
項
・
そ
の
他



121

CC-Link

変更履歴

改定日 改定内容

2011.11 第 21 版

・安全ガイドの内容を変更。2 人以上での作業時の注意事項を追加

・ACON、PCON を削除
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